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S 01title

no.

ＨＲ ＡＲＣＨＩＴＥＣＴ ＯＦＦＩＣＥ
一級建築士事務所　山口県登録Ｃ第2804号

原川　伸治 A-3：50%縮小

道の駅きくがわリニューアル建築主体工事

構造特記仕様書

N/S 

コンクリートブロック

構　造　特　記　仕　様　書 ２ ０ ２ ５ 年 度 版 4)杭の構成は設計図による。

5)杭頭補強

　かご筋 　スタッド溶接

杭打地業共通事項

2)載荷試験

1)[ 　試験杭 　試験掘 ]

　杭外周溶接

　行わない

　ＦＴパイル構法

　行う (  箇所,長期設計耐力の3倍を確認する) 　行わない※

4-6

3)SL塗布 　行わない※　行う

　行う(　本)

印を適用し、選択項目は

○ 印が複数有る場合は、共に適用する。

印が無い場合は ※ 印を適用する。
§1 一般事項

1-1 使用材料は原則としてJIS規格品、JAS規格品、又は大臣認定品とする。

1-2 設計図書の優先順位は下記による。

1)本特記仕様書

2)設計図

3)標準図 鉄筋コンクリート構造配筋標準図 鉄骨工作標準図

鉄筋鉄骨コンクリート構造標準図  高強度せん断補強筋施工仕様書 

鉄筋コンクリート壁式標準配筋図

4)仕様書 ( 　公共建築協会 ※　日本建築家協会 )

5)日本建築学会標準仕様書 , JASS5 , JASS6 (最新版とする)

  令39条・令82条の4(平12建告第1458号)に適合すること。

1)屋根葺き材・外装材・屋外帳壁の構造体への取付き及び風圧に対する構造強度等の技術的基準は

梁貫通位置、径、及び箇所数は(

設計図書に示されていない材料、工法等を採用する場合は文書にて工事監理者の承諾を得る。

構造関係材料及び各種試験成績書・検査報告書を作成し提出する。

各工事に際して、施工計画書及び施工図を提出し、工事監理者の承諾を得る。

　意匠図 　構造図 ※

1-7

1-6

1-5

1-4

1-3

第三者機関による検査・試験費用は工事費に ( 　含む※ 　含まない )

　設備図 )による。

§2 構造計算ルート

方  向

X

Y

構造計算ルート
2-1

2-2

2-3

鉄筋コンクリート造配筋指針・同解説及びRC規準2024とすることができる。

XY両方向共ルート3及び限界耐力計算の場合は、令第73条第2項の仕様規定によらずJASS5(2018),

鉄筋の継手(定着については設計図若しくは標準図による)

構造計算ルート別による主筋又は、耐力壁の鉄筋の継手の重ね長さ

　日本建築学会 JASS5(2018),鉄筋コンクリート造配筋指針・同解説

　日本建築学会 RC規準2024

　建築基準法施行令第73条第2項による仕様規定※

重要度係数（用途係数）

§3 仮設工事,土工事

　場外搬出処分(

　搬入良土(盛土は30㎝毎に転圧締固めを行うこと)

　搬入良土(埋戻し土は30㎝毎に転圧締固めを行うこと)

　指定場所 )

　根切り土の中の良土

　根切り土の中の良土

　場内地均し

埋戻し土

盛土

残土処分

3-1

3-2

山留め、根切り

埋戻し土、盛土、残土処分

※

※

※ ※　自由

§4 地業工事

 注1).アンカーボルト支持用フレームの、あと施工アンカーを打込む部分は100以上とする。

 注2).端部aは100以上とする。
a

基礎及びスラブ下地業4-1 (単位mm)

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

場   所 捨てコンクリート厚さ

注1)

割栗石

砕　石:

:

A

B

※　50 　60 　100 　A 　B 　60 　100 　150

厚　　　さ

基 礎

基 礎 梁

構造スラブ

土間コン

クリート

独立,布

ベ  タ

屋 内

屋 外

　50 　60 　100 　A 　B 　60 　100 　150

　50 　60 　100 　A 　B 　60 　100 　150

　50 　60 　100 　A 　B 　60 　100 　150

　50 　60 　100 　A 　B 　60 　100 　150

　50 　60 　100 　A 　B 　60 　100 　150

設計地耐力 　長期 kN/m^u2 短期 kN/m^u24-2

§6 コンクリート工事

6-1 レディーミクストコンクリート(JIS A5308-2024)

1)セメント   　普通ﾎﾟﾙﾄﾗﾝﾄﾞｾﾒﾝﾄJISR5210

　低熱ﾎﾟﾙﾄﾗﾝﾄﾞｾﾒﾝﾄJISR5210

2)粗骨材

最大径(mm) 　20

　砂利 　砕石

　25 　40

　高炉ｽﾗｸﾞ骨材

　高炉ｾﾒﾝﾄB種

　人工軽量骨材 　再生骨材

3)設計基準強度    (N/mm ^u2)

　普通コンクリート

　Fc18 　Fc21 　Fc24 　Fc27 　Fc30 　Fc 　Fc

　LFc18 　LFc21 　LFc24 　LFc27 　LFc30 　LFc

　軽量コンクリート( 　2種 気乾単位容積質量 )

4)土間コンクリート

5)捨てコンクリート

　Fc

　Fc

(ただし柱,壁等と同時に打込む場合は躯体の強度とする)

6)防水押さえコンクリート

7)かさ上げコンクリート

　Fc

　Fc

　LFc

　LFc

(気乾単位容積質量 )

(気乾単位容積質量 )

6-2 混和材 　AE減水剤 　高性能AE減水剤 　躯体防水材 　膨張材

6-3

注1).混和剤は所定の品質を確保するためにプラントの特性に応じたもの使用する。

※監理者と協議の上決定すること。

単位セメント量

単位水量

水セメント比

スランプ

箇  所 基礎, 基礎梁 一  般

kg/m^u3

kg/m^u3

cm

%

備 考

 60以下

185以下

270以上

15 18

※

※

　1種※ ※　18.5

※　18.5

※

※　18.5

6-4

1)骨材

2)フレッシュコンクリート

　行う 　行わない※

　行う 　行わない※

　行う 　行わない※

[ 　塩分含有量 　アルカリシリカ反応性 ]

[ 　スランプ 　空気量　  ]

3)躯体のせき板取り外し時期決定圧縮試験

4)コンクリートコア抜き取り圧縮試験

5)マスコンクリートのひび割れ照査(温度応力解析)

6)単位水量測定

※

※

　行わない

　行わない

　行わない　行う

　行う

　行う

60以下

185以下

270以下

60以下

185以下

270以下

6-5

試験 (躯体コンクリートの28日圧縮試験は公的機関において行う)

注2).スランプは特記なき限り施工者が決め監理者に報告する。

調合 (補正値は工事費に含む)

計画供用期間の級( )は耐久設計基準強度Fd

　短期(18) 　標準(24) 　長期(30) 　超長期(36)

調合管理強度 Fm=Max( Fc , Fd )+S S＝3～6

材齢28日の調合強度Fは下記の両式を満足するものとする。

F≧Fm+1.73σ F≧0.85Fm+3σ

6-6 せき板及び支柱の在置期間(普通ポルトランドセメントの場合)

注) 設計基準強度注)0.85Fcまたは12N/mm^u2

28 日

17 日

25 日

28 日

梁  下スラブ下基礎、梁側、柱、壁

3 日

5 日

8 日

5N/mm^u2圧縮試験による場合

の材齢
コンクリート

による場合

15 ℃以上

5 ℃以上

0 ℃以上

注）かつ、施工中の荷重及び外力について、構造計算により安全が確認されるまで。

6-7 Fc36を超える場合は高強度コンクリートとし、仕様は別記特記仕様書(JASS5等)による
§5 鉄筋工事

5-1 材種

種 類 径 継    手

　SD295

　SD345

　SD390

　SD490

　溶接金網

　高強度せん断

　補強筋

D

D

D

D

　スパイラル 　工場溶接

　機械継手　溶接接手

　機械継手(  級)

　機械継手(  級)

※

※

※

※

　重ね継手

　重ね継手

　溶接接手

　溶接接手

　重ね継手

　フック加工 　スパイラル 　工場溶接

以下

以上

以上

D 以下以上

P

K

U

　1275級

　 785級

　 685級

溶接継手 　突き合せ溶接（Ｄ１６以下は重ねアーク溶接でも可）　ガス圧接

　新ＮＴ工法等の評定取得工法

5-2 ガス圧接部の検査(第三者機関による)外観検査全数(引張り試験の場合、施工者自主検査でもよい)

　各工法、認定・評定条件による

　抜取り検査

　引張り試験(JISZ3120)

　1検査ロットにつき 　3本※

　超音波探傷試験(JISZ3062)

　1検査ロットにつき 　30箇所

　原則 柱・梁の径毎に3本

　熱間押抜き試験

　不合格となった圧接部は切り取って再圧接を行う。また残り全数に対して超音波探傷試験を行う。

　1検査ロットは1組の作業班が1日に施工した圧接箇所の数量で200箇所以内

5-3 溶接、機械式継手の検査は各々の認定方法による他,日本継手協会仕様書(2017年)及び下記を参照する。

JIS Z 3063 (鉄筋コンクリート用異形棒鋼溶接部の超音波探傷試験方法及び判定基準)

JIS Z 3064 (鉄筋コンクリート用機械式継手の鉄筋挿入長さの超音波測定試験方法及び判定基準)

梁貫通補強

補強筋は原則として工場製品(評定品)を使用する。

5-4

5-5 その他

基礎梁、基礎小梁の継手及び定着は原則として 　①一般 　②地反力を受ける

　③上載荷重が大きい場合

１梁の余長  の採用 大梁・小梁

基礎梁

※ D' (梁有効成)

※ min(    ,   )Ｄ’ L 2

とする。

　端部上下筋15d　中央上下筋20d

　端部上下筋15d　中央上下筋20d

鉄筋の組立は適切な位置にスペーサーを使用し、組立後は形状保持のための養生を行う。

コンクリートを2回打する部材は、初回の打設後に鉄筋の清掃を行う。

コンクリート打設前に工事監理者の検査を受け不備な箇所は修正を行う。

§7 鉄骨工事

7-1 材種及び使用箇所

規 格 名 称 鋼   材   名 柱
通 し
ダイア

内
ダイア

大梁 ﾌﾞﾚｰｽ
小梁
他

　SS400一般構造用圧延鋼材

溶接構造用圧延鋼材

建築構造用圧延鋼材

一般構造用角形鋼管

冷間成形角形鋼管

熱間成形角形鋼管

一般構造用炭素鋼管

一般構造用軽量形鋼

建築構造用圧延棒鋼

　SM400A

　SN400A

　SN400B

　SN400C

　STKR400

　BCR295

　BCP235

　SHC400B

　SHC490B

　STK400

　STKN400

　SSC400

　SNR400

　STKN490

　STK490

　SHC490C

　SHC400C

　BCP325

　STKR490

　SN490C

　SN490B

　SM490A

7-2 高力ボルト

　S10T※トルシア形高力ボルト

JIS形高力ボルト

溶融亜鉛メッキ高力ボルト

超高力ボルト

　F10T

　 F8T

　S14T

全般

トルシア形が使用できない部分

母材が亜鉛メッキされている部分

屋内環境

使 用 箇 所高 力 ボ ル ト の 種 類

7-3 普通ボルト,アンカーボルト

1)材質

2)大臣認定柱脚(メーカー仕様による)

　SS400

　ABR400 　ABR490 　ABM400

　使用する

　ABM490(ABMはM24以上)

　使用しない

　SS490( M    以上)

7-4 頭付きスタッド

　100　80 　120 　15016 φ

19 φ

22 φ

径 長   さ(mm) 使 用 箇 所

　100　80 　120 　150

　100 　120 　150

7-5 溶接材料

1)アーク溶接に使用する溶接棒,ワイヤ及びフラックスは母材の種類,寸法,及び溶接条件に相応

　したものを選定する。

2)ガスシールドアーク溶接に使用するシールドガスは溶接に相応したものとする。

7-6 スカラップ形状 ※  ノンスカラップ工法 　スカラップ工法

7-7 継手

フランジ

ウェブ

柱 梁

　高力ボルト

　高力ボルト

　現場溶接 　高力ボルト 　現場溶接※

※　現場溶接 　現場溶接　高力ボルト

7-8 溶接手法及び管理

1) 使用する溶接ワイヤー、入熱量及びパス間温度等の仕様については鉄建協又は全構協の仕様で、専任の

溶接施工管理技術者により管理を行うこと。

2)

3)

但し、代替タブのAW検定有資格者は技量検定付加試験を免除する。

完全溶け込み溶接はAW検定の有資格者が行うとする指定を

本工事で代替タブを使用する場合は、代替タブ溶接技術者技量検定付加試験を

　行う※

　行う※

　行わない

　行わない

7-9 デッキプレート (単位 mm )

1)

2)

3)

4)

床用

合成スラブ用

型枠用

防錆処理

高さ

高さ

高さ

　プライマー

板厚

板厚

板厚 形版 タイプ

　Z12 　Z27　亜鉛メッキ

7-10 塗装(工場塗 ※　2回 　1回、現場タッチアップ程度とする )

1)

2)

素地調整

下塗り用塗料 ※　ケレン 　ブラスト

適用
塗       料 種  別 標準膜厚

30μm

30μm

40μm

15μm

30μmA種

※ ※

屋外 室内

鉛、クロムフリ-錆び止め

水系さび止めペイント

変性エポキシ樹脂プライマー

有機ジンクリッチプライマー

構造物用さび止めペイント

JISK5674

JISK5552

JISK5551

JASS18   M-109

JASS18   M-111

　1種※ ※　2種

　1種 　2種

　2種

3) 

4) 

5) 

溶融亜鉛メッキ

常温亜鉛メッキ

高耐食メッキ鋼板（t3.2mm以下）

　行う

　行う 　行わない

　行わない

　用いる 　用いない

7-11 溶接部の検査(受入検査)

1)受入検査を行う第三者検査機関は、建築主、設計者、工事監理者又は工事施工者(元請)との直接契約による。

2)第三者検査機関は(一社)日本溶接協会によるCIW検査事業者認定種別における超音波探傷検査部門の認定を

  取得した事業者とし、当該工事の鉄骨製作工場の社内検査を行っていない事業者とする。

3)受入検査は目視による外観検査と超音波探傷検査とし、社内検査完了後に行う。

4)外観検査の合否判定は国土交通省告示1464号による。ただし告示に定めのないものは日本建築学会

  「JASS6 鉄骨工事 2018 付則6. 鉄骨精度検査基準」の限界許容差による。

5)超音波探傷検査は日本建築学会「鋼構造建築溶接部の超音波探傷検査規準・同解説」2018により、合否

  判定は7.2.1疲労を考慮しない溶接部のうち、引張応力が作用する溶接部の項を適用する。

6)溶接箇所数の数え方は「JASS6 鉄骨工事 2018」表10.1溶接箇所数の数え方による。

7)受入検査の抜取り方法及び抜取り率は以下による。

a)工場溶接の場合

ⅰ.検査ロットは各節、各工区毎に溶接箇所300箇所以内で構成する。

ⅱ.抜取り数は各ロット毎に30箇所をランダムにサンプリングする。

ⅲ.大きさ30個のサンプル中の不適合個数が1個以下のときはロットを合格とし、4個以上のときは

　 ロットを不合格とする。ただし、サンプル中の不適合数が1個を超え4個未満のときは、同じ

　 ロットからさらに30個のサンプルを抜取検査する。総計60個のサンプルについての不適合個数

　 の合計が4個以下のときはロットを合格とし、5個以上のときはロットを不合格とする。

b)現場溶接の場合

ⅰ.全数検査とする。

8)検査により不合格と判定された溶接部はすべて補修を行い、再検査して合格とならねばならない。

9)ずれ・食い違いの補修方法は、独立行政法人 建築研究所監修「突き合せ継手の食い違い仕口のずれの検査

  ・補強マニュアル」による。

7-12 鉄骨製作工場    下記〇印のグレード認定工場の内、納期・製作能力・鉄骨数量を勘案して工場選択のこと

§8 コンクリートブロック・ALCパネル・押出成形セメント板・PCa板工事

国土交通省大臣認定(グレード)

S H M R J

　行う 　行わない※

外壁取付構法及び厚さ ㎜

押出成形セメント板8-3

8-4 PCa板

1)床及び屋根

　合成板

　PCa板単独 厚さ mm 　床 　屋根

方  向

縦

横

構     法 使 用 箇 所 備   考

　ロッキング構法

　スライド構法

2)外壁 厚さ  mm

現場打厚さ　㎜PCa板厚さ　㎜ 合計厚さ　㎜ 備     考

方  向

縦

横

構     法 使 用 箇 所 備   考

　ロッキング構法

　アンカー構法

3)外壁取り付け構法

2)厚さ mm

1)使用箇所

8-2 ALC パネル

8-1

2)厚さ mm

1)種類 　A 種

　100 　120 　150 　190

　B 種 　C 種

　床

　100 　120(125)　75(80） 　150 　175

　内壁　外壁　屋根

§9 建築設備の構造強度 令第１２９条の２の３の事項

9-1 建築物に設ける建築設備にあっては、構造耐力上安全なものとして、以下の構造方法による。

・　建築設備（昇降機を除く）、建築設備の支持構造部及び緊結金物は、腐食又は腐朽の恐れがないものとする事

・　屋上から突出する水槽・煙突・冷却塔その他これらに類するもの（以下「屋上水槽等」という）は、支持構造部

　　又は建築物の構造耐力上主要な部分に緊結する事

・　煙突の往生突出部の高さは、れんが造・石造・コンクリートブロック造又は無斤コンクリート造の場合は、鉄製

　　の支枠を設けたものを除き、９０cm以下とする事

・　煙突で屋内にある部分は、鉄筋に対するコンクリートのかぶり厚さを５cm以上とした鉄筋コンクリート造又は、

　　厚さが２５cm以上の無筋コンクリート造・石造若しくはコンクリートブロック造とする事

・　建築物に設ける給水・排水その他の配管設備（給湯設備^u*^u1を除く）は下記による事

・　風圧・土圧及び水圧並びに地震その他の振動及び衝撃に対して安全上支障のない構造とする事

・　建築物の部分を貫通して配管する場合に於いては、当該貫通部分に配管スリーブを設ける等、有効な管の

　　損傷防止のための措置を講ずる事

・　管の伸縮その他の変形により当該間に損傷が生じる恐れがある場合に於いて、伸縮継手又は可撓継手を設

　　ける等有効な損傷防止のための措置を講ずる事

・　管を支持し、又は固定する場合に於いては、つり金物又は防振ゴムを用いる等有効な地震その他の振動

　　及び衝撃の緩和のための措置を講ずる事

・　法第２０条第一号から三号までの建築物に設ける屋上水槽にあっては、平成１２年建設省告示第１３８９号に

　　より、風圧並びに地震その他の振動及び衝撃に対して構造耐力上安全なものとする事

・　給湯設備^u*^u1は、風圧・土圧及び水圧並びに地震その他の振動及び衝撃に対して安全上支障のない構造とする事

　　満水時の質量が１５kgを超える給湯設備については、地震に対して安全上支障のない構造として、平成１２年

　　建設省告示第１３８８号第５に規定する構造方法による事

　　＊１「給湯設備」：建築物に設ける電気給湯器その他の給湯設備で、屋上水槽等のうち給湯設備に該当する

　　　　ものを除いたもの

21

18

19

16

25

50 1.2

　ルート2 　ルート3

　ルート2 　ルート3

　ﾙｰﾄ1-1

　ﾙｰﾄ1-1

　ﾙｰﾄ1-2

　ﾙｰﾄ1-2

a・f棟
b～ｅ棟
g棟

用途係数の区分と対象建築物　：　区分（Ⅲ）＝1.00   建築物＝店舗

地耐力載荷試験 　行う (  箇所,長期設計耐力の3倍を確認する) 　行わない※

地盤改良

　無筋コンクリート地業

　セメント系固化材撹袢

　締固め工法

　圧密排水工法

　柱状改良

4-3

kN/m^u2 短期 kN/m^u2

150

50

300

100

a棟

b～g棟

a棟

b～g棟

3)杭径,設計耐力,本数表

終局 kN短期 kN長期 kN杭径(符号)mm 本数 備  考

　載荷試験

　六価クロム溶出試験

　一軸圧縮試験[

[

 ]

 ]

　行う

　行う

(  箇所) 　行わない※

　行わない※

既製コンクリート杭、鋼管杭、その他特殊杭

1)杭種

2)工法

　鋼管杭

　節杭

　PRC杭

　SC杭

　ST杭

　PHC杭

　打撃工法

　埋込み工法

t㎜

　A種

　12mm

　A種

　A種

　Ⅰ種 　Ⅱ種

　B種 　C種

　Ⅲ種 　Ⅳ種

　B種 　C種

　B種 　C種

　油圧ハンマー

　プレボーリング拡大根固め工法(認定工法)

　　杭周固定液 　なし あり※

　ディーゼルハンマー

4-4

1

ウルトラコラム工法(a棟）
(GBRC性能証明　第08-06号)

a棟
b～g棟

構造設計担当者

1級建築士事務所　岡山県知事登録第14225号

(株)倉敷構造設計室

一級建築士第243674号　木村誠司

※構造図の作成者は木村誠司であり,原川伸治は関与していません。

TEL(06)6763-8205 FAX(06)6763-8206 http://www.kse-web.com/ 2022年2月1日作成(発行元)一般社団法人関西建築構造設計事務所協会http://fasa-net.jp (不許複製)(販売元)一般社団法人日本建築構造設計事務所協会連合会



scalearchitect project
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Ｈ Ｒ 建 築 事 務 所 一級建築士 第323310号
S 02title

no.

ＨＲ ＡＲＣＨＩＴＥＣＴ ＯＦＦＩＣＥ
一級建築士事務所　山口県登録Ｃ第2804号

原川　伸治 A-3：50%縮小

道の駅きくがわリニューアル建築主体工事

RC構造配筋標準図(1)

N/S 

※構造図の作成者は木村誠司であり,原川伸治は関与していません。

一級建築士第243674号　木村誠司

(株)倉敷構造設計室

1級建築士事務所　岡山県知事登録第14225号

構造設計担当者

SD295

SD295

SD295

下記表の重ね継手長さのうち大きい値とする。

１）主筋及び耐力壁の鉄筋の重ね継手の長さは、突起による。特記がなければ、４０ｄ(軽量コンクリートの場合は５０ｄ)と

　　格者]に準じ、工事に相応した技量を有する者とする。

　　省告示第1463号)に適合する機械式継手）とし、適用は特記による。

（２）鉄筋の溶接は、アーク溶接とし、公共建築工事標準仕様書(建築工事編)７.６.５[部材の組立]（ｄ）及び７.６.７[溶接施工]

（１）鉄筋の継手は重ね継手、ガス圧接継手又は特殊な鉄筋継手（「鉄筋の継手の構造方法を定める件」(平成12年5月31日　建設

定着(壁の場合)

Ｌ2Ｌ2

鉄筋

6
0
0

Ｈ
1
5
0

12
0°

30°

Ｄ

２Ｄ

Ｈ＜Ｄの範囲で杭が下がった場合。

かぶり厚さ

Ｌ
2

Ｌ
2

ｈ
ｏ
／
２
＋
１
５
ｄ

１
５
ｄ

Ｌ
2

ｈ
ｏ
／
２
＋
１
５
ｄ

１
５
ｄ

定着

≧１５０mm ≧１５０mm

Ｌ
2

上階の鉄筋

が多い場合

下階の鉄筋

が多い場合

２．３．３　独立基礎で基礎梁にスラブが付く場合（耐圧スラブが付く場合は、２.３.４による）

lo/4 lo/2 lo/4

lo

Ｌ2h※

Ｌ2h※

１５ｄ(余長) １５ｄ(余長)

Ｌ2h※

継手長さ
Ｌ2h※

継手長さ

１５ｄ(余長) １５ｄ(余長)

lo/4 lo/2 lo/4

lo

Ｌ2h※ Ｌ2h※
１５ｄ(余長) 継手長さ

１５ｄ(余長)継手長さ

Ｌ2

Ｌ2h※

２．３．４　連続基礎及びべた基礎の場合

（注）１．図示のない事項は、４．１による。

　　　２．　　　　印は、継手及び余長位置を示す。

　　　３．破線は、柱内定着の場合を示す。

　　　※　Ｌ2hを確保できない場合は、１.４.２によることができる。

（注）１．図示のない事項は、４．１による。

　　　２．　　　　印は、継手及び余長位置を示す。

　　　３．破線は、柱内定着の場合を示す。

　　　※　Ｌ2hを確保できない場合は、１.４.２によることができる。

（１）あばら筋組立の形及びフックの位置は、４.２.２による。

重ね継手とする場合

Ｌ1

≧８ｄ

一般の場合

ｄ

（２）梁の上下にスラブが付く場合で、かつ、梁せいが１.５ｍ以上の場合は、下図によることができる。

２．４　基礎梁のあばら筋

５
０
０
以
上
、
か
つ
、
１
,
５
０
０
以
下

５
０
０
以
上
、
か
つ
、
１
,
５
０
０
以
下

ｈ
ｏ

ｈ
ｏ

ｈ
ｏ

≦
３
ｈ
ｏ
／
４

≦
３
ｈ
ｏ
／
４

継手

§３　柱

３．１．１　一般事項

３．１　柱筋の継手及び定着

（１）継手中心位置は、梁上端から５００㎜以上

　　１,５００㎜以下、かつ３ｈｏ／４（ｈｏは柱

　　の内法高さ）以下とする。

（２）柱頭定着長さＬ2が確保できない場合は、構

　　造計算等により必要長さの確認を行うものとする。

（３）柱頭柱主筋について、梁上端主筋との取合い

　　を考慮し、適切なかぶり厚さを確保する。

（注）１．隣り合う継手の位置は１．３の表による。

　　　２．柱の四隅にある主筋で，重ね継手に場合及び最上階の柱

　　　　頭にある場合はフックを付ける。

≧６ｄ

ｄ

≧８ｄ

３．２　帯　　　筋

３．２．１　帯　　　筋

≧４０ｄ

ｄ

≧６ｄ

（４）上下の柱断面寸法が異なる場合は、帯筋は、一般の帯筋より１サイズ太い鉄筋又は同径のものを２本重ねたものとする。

（１）帯筋の種類及び間隔は、特記による。

（２）帯筋組立の形は、特記がなければ、下記による。

（３）フック及び継手の位置は、交互とする。

鉄筋コンクリート構造配筋標準図

Ｌ1Ｌ1 ａａ

Ｌ1

Ｌ1

　　　なお、先組込み工法等で、柱、梁の主筋の継手を同一箇所に設ける場合は、特記による。

（１）隣合う継手の位置は下記表による。但し、壁の場合及びスラブ筋でＤ１６以下の場合は除く。

Ｌ1hＬ1h ａ

２）１）以外の鉄筋の重ね継手の長さは、下記表による。

　　　なお，径が異なる鉄筋の重ね継手の長さは、細い鉄筋の径による。

　　　２．ｄは、呼び名に用いた数値

（注）１．Ｄは、曲げ内法直径

ａ≧０．５Ｌ1hａ＝０．５Ｌ1h

ａ

Ｌ1h

Ｌ1h

Ｌ1h

　　　２．フックありの場合のＬ1hは、下図に示すようにフック部分ｌを含まない。

（注）１．Ｌ1、Ｌ1h：重ね継手の長さ及びフックあり重ね継手の長さ

Ｌ1h(フックあり)

３５ｄ

３０ｄ

２５ｄ

２５ｄ

３５ｄ

３０ｄ

３０ｄ

２５ｄ

３５ｄ

３５ｄ

３０ｄ

Ｌ1(フックなし)

４５ｄ

４５ｄ

４５ｄ

４０ｄ

３５ｄ

３５ｄ

５０ｄ

４０ｄ

３５ｄ

５０ｄ

４０ｄ

設計基準強度
Ｆｃ(Ｎ/mm2)

２４、２７

２１

３０、３３、３６

２４、２７

２１

１８

３０、３３、３６

２４、２７

２１

１８

３０、３３、３６

コンクリートの

SD390

SD345

種　別
鉄筋の

　　　３．軽量コンクリートの場合は、表の値に５ｄを加えたものとする。

（３）重ね継手は、次による。

フックありの場合の重ね継手長さ

l

圧接継手

ａ ａ≧４００ｍｍ

ａ≧０．５Ｌ1ａ＝０．５Ｌ1

ａは、400mm以上、かつ、(b+40)mm以上

b

カップラー

ａ

重
ね
継
手

圧
接
継
手

フックなしの場合

フックありの場合

１．３　隣り合う継手の位置

機
械
式
継
手

以上

５ｄ

以上

４ｄ

以上

３ｄ

折曲げ内法直径(D)

　　　４．ＳＤ３９０は、（　）内を適用する。

　　　３．片持ちスラブ先端、壁筋の自由端側の先端で９０°フック又は１３５°フックを用いる場合には、余長は４ｄ以上とする。

その他の鉄筋

幅止め筋

135°90°

ル筋、Ｄ１３以下の鉄筋

あばら筋、帯筋、スパイラ

の鉄筋

ベース筋並びにＤ１６以上

柱・梁の主筋及び杭基礎の

８ｄ以上６ｄ以上４ｄ以上
(８ｄ以上)(６ｄ以上)(５ｄ以上)

Ｄ

ｄ

ｄ

４
ｄ
以
上

Ｄ

ｄ

Ｄ

４
ｄ
以
上

４ｄ以上

以下
90°

90°

及び

90°

135°

180°

角　度

折曲げ
折曲げ図・・ 使用箇所・・・

D19～D38 D19～D38

SD390SD295A　SD295B　SD345

D16以下

１．２　鉄筋の継手

１．１　鉄筋の折曲げ形状及び寸法

Ｔ形及びＬ形の梁のあばら筋

６
ｄ
以
上

ｄ

Ｄ

Ｄ

ｄ

８
ｄ
以
上

ｄ

Ｄ

§１　一般共通事項

設計図書に記載なき場合は本標準図による。

135°

　　１.４.１に示す直線定着の長さとし、かつ、余長を８ｄ、仕口面から鉄筋外面までの投影定着長さを下記表に示す長さ(かつ、

（２）仕口内に縦に折り曲げて定着する鉄筋の定着長さＬが、１.４.１のフックあり定着の長さを確保できない場合は、全長を

（１）柱に取り付ける梁の引張り鉄筋の定着の長さは、特記による。特記がなければ、４０ｄ(軽量コンクリートの場合は５０ｄ)

定着起点
▽

（２）（１）以外の鉄筋の定着の長さは、下記表による。

　　と下記表の定着長さのうち大きい値とする。

仕　上　げ　な　し

仕　上　げ　あ　り

る　　部　　分

土　に　接　す

（３）柱、梁の主筋にＤ２９以上を使用する場合は、主筋のかぶり厚さを径の１.５倍以上として最小かぶり厚さを定める。

Ｌ

定着起点
▽

Ｌ1h,Ｌ2h又はＬ3h

Ｌ1,Ｌ2又はＬ3

ｌ

２５ｄ

３０ｄ

３０ｄ

２０ｄ

２５ｄ

２５ｄ

３０ｄ

２０ｄ

２０ｄ

２５ｄ

３０ｄ

スラブ小梁

重ね継手

150mm以上

1節半以上、かつ、

基礎　、　擁　壁　、　耐　圧　ス　ラ　ブ

柱　、　梁　、　スラブ　、　壁

擁　壁　、　耐　圧　ス　ラ　ブ

煙　突　等　高　熱　を　受　け　る　部　分

な　い　部　分

土　に　接　し

６０

*６０

４０

*４０

４０

３０

３０

３０

３０

最小かぶり厚さ

２０

仕上げなし

仕上げあり

仕上げなし

仕上げあり

以　外　の　壁
スラブ・耐力壁

耐　力　壁

梁

柱

屋　　外

屋　　内

構　造　部　分　の　種　別

（２）貫通孔に接する鉄筋かぶり厚さは最小かぶり厚さ以上とする。

１．５．1　鉄筋の最小かぶり厚さ

（１）鉄筋及び溶接金網の最小かぶり厚さは、下記表による。

鉄筋

Ｌ3 Ｌ2

150mm以上

1節半以上、かつ、

定着(スラブの場合)

１．５　鉄筋の最小かぶり厚さ及び間隔

（１）溶接金網の継手及び定着は下図による。なお、Ｌ2及びＬ3は、１.４.１の（注）による。

１．４．３　溶接金網の継手及び定着

　　　３．軽量コンクリートの場合は、表の値に５ｄを加えたものとする。

　　　２．Ｌb：小梁及びスラブの上端筋の梁内折曲げ定着の投影定着長さ（片持ち小梁及び片持ちスラブを除く。）

（注）１．Ｌa：梁主筋の柱内折曲げ定着の投影定着長さ（基礎梁、片持ち梁及び片持ちスラブを含む。）

　　　　

１５ｄ

１５ｄ

１５ｄ

１５ｄ

１５ｄ

１５ｄ

１５ｄ

１５ｄ

１５ｄ

１５ｄ

１５ｄ

２０ｄ

２０ｄ

２０ｄ

２０ｄ

Ｌb

２０ｄ

２０ｄ

２０ｄ

２０ｄ

２０ｄ

２０ｄ

２０ｄ

Ｌa

２４、２７

３０、３３、３６

２１

２４、２７

３０、３３、３６

２１

１８

２４、２７

３０、３３、３６

２１

１８

Ｆｃ(Ｎ/mm2)
設計基準強度
コンクリートの鉄筋の

種　別

SD390

SD345

（ロ）折曲げ定着

梁内折曲げ定着の投影定着長さ
小梁及びスラブの上端筋の

Ｌ1又はＬ2

Ｌ

Ｌb

余
長

フックあり

※１.４.１の長さを全長で確保する。

梁主筋の柱内折曲げ定着の投影定着長さフックなし

【※】

いの３/４倍以上)

Ｌa(ただし、柱せ

余
長

鉄筋の
種　類

コンクリートの フックなし フックあり

Ｌ2Ｌ1
Ｌ3

Ｌ1h Ｌ2h
Ｌ3h

SD345

SD390

設計基準強度

Ｆｃ(Ｎ/mm2)

１８

２１

２４，２７

３０、３３、３６

４５ｄ

４５ｄ

１８

２１

２４，２７

３０、３３、３６

２１

２４，２７

３０、３３、３６

４０ｄ

３５ｄ

３５ｄ

５０ｄ

４５ｄ

４０ｄ

３５ｄ

５０ｄ

４０ｄ

４０ｄ

３５ｄ

３０ｄ

３０ｄ

４０ｄ

３５ｄ

３５ｄ

３０ｄ

４０ｄ

４０ｄ

３５ｄ

２０ｄ

小梁 スラブ

以上
１５０mm
かつ
１０ｄ

１０ｄ

３５ｄ

３０ｄ

２５ｄ

２５ｄ

３５ｄ

３０ｄ

３０ｄ

２５ｄ

３５ｄ

３５ｄ

３０ｄ

（注）１．Ｌ1、Ｌ1h：２．以外の直線定着の長さ及びフックあり定着の長さ

　　　２．Ｌ2、Ｌ2h：割裂破壊のおそれのない箇所への直線定着の長さ及びフックあり定着の長さ

　　　３．Ｌ3：小梁及びスラブの下端筋の直線定着の長さ。ただし、基礎耐圧スラブ及びこれを受ける小梁は除く。

　　　６．軽量コンクリートの場合は、表の値に５ｄを加えたものとする。

　　　４．Ｌ3h：小梁の下端筋のフックあり定着の長さ

　　　５．フックあり定着の場合は、１.４.２に示すようにフック部分ｌを含まない。また、中間部での折曲げは行わない。

　　梁主筋の柱内定着においては、原則として、柱せいの３/４倍以上)をのみ込ませる。

１．４．１　鉄筋の定着の長さ

１．４　鉄筋の定着

（１）定着の方法は下図による。

１．４．２　定着の方法

（イ）直線定着

　　　　　●杭径300φ以下……4-D13

間隔・

Ｄ Ｄ

異形鉄筋

あき

１．５．２　鉄筋の間隔

１）粗骨材の最大寸法の１．２５倍

２）２５ｍｍ

３）隣り合う鉄筋の平均径（呼び名に用いた数値）の１.５倍

４）鉄骨鉄筋コンクリート造の場合、主筋と平行する鉄骨との
（注）Ｄ：鉄筋の最大外径

　あきは上記（１）～（３）のうち最大のもの以上とする。　

２．１　基礎の配筋

§２　基礎及び基礎梁の配筋

２．１．１　一般事項

２．１．２　基礎の配筋及び杭頭補強の方法

Ａ形，Ｂ形とも(平面)

基礎筋

（１）杭基礎の場合

　　　　　　〃　350φ～400φ…6-D13

　　　　　　〃　450φ～600φ…8-D13

　　　　　●帯筋…Ｄ１０－１００＠

（注）１．中詰めコンクリート補強筋は，下記による。

　　　２．中詰めコンクリート補強筋にはフックをつけない。

＜Ａ形＞

基礎筋

100

Ｄ１３－３００＠縦横

中詰めコンクリート補強筋

杭径

＜Ｂ形＞

杭径

杭径

Ｄ１３－３００＠縦横

（２）直接基礎の場合

基礎筋

▽GL
はかま筋

１５ｄＡ

連続基礎主筋

連続基礎配力筋

はかま筋

基礎梁あばら筋

基礎梁主筋

２．２　基礎接合部の補強

Ｌ2
Ｌ2

Ｄ

３－Ｄ１６

０＜Ｄ≦５００ ５００＜Ｄ≦１０００

Ｄ

Ｌ2

Ｌ2h※Ｌ2

梁幅 梁幅

基礎梁あばら筋

と同径・同間隔

Ｌ2h※

※Ｌ2hを確保できない場合は、１.４.２によることができる。

＜独立基礎＞ ＜連続基礎＞

１.５倍
杭径の

１５ｄ

１５ｄ

Ａ部詳細

独立基礎で基礎梁にスラブが

つかない場合

lo/2

lo

lo/4 lo/4

lo

lo/2

柱

梁 梁
Ｌ2

lo/2 lo/4 lo/4 lo/2

連続基礎及びべた基礎

２．３．２　独立基礎で基礎梁にスラブが付かない場合

基礎筋

Ｄ１３＠２００縦横
底盤補強筋

lo/2 lo/4

lo

Ｌ2h※ Ｌ2h※

lo/4

≧１００

Ｌ2h※Ｌ2h※
１５ｄ(余長)継手長さ

（注）１．＊印のかぶり厚さは普通コンクリートに適用し、軽量コンクリートの場合は特記による。

　　　２．「仕上げあり」とは、モルタル塗り等の仕上げのあるものとし、鉄筋の耐久性上有効でない仕上げ（仕上塗材、塗装等）のものを除く。

　　　３．スラブ、梁、基礎及び擁壁で直接土に接する部分のかぶり厚さには、捨コンクリートの厚さを含まない。

　　　４．杭基礎の場合のかぶり厚さは、杭天端からとする。

　　　５．塩害を受けるおそれのある部分等、耐久性上不利な箇所は、特記による。

（１）鉄筋相互のあきは、下記の値のうち最大のもの以上とする。

（１）杭基礎のはかま筋は縦筋、横筋ともＤ１３－３００＠を標準とする。

（２）地業の種別及び厚さは特記する。ただし捨コンクリート厚さ５０㎜、砂利地業厚さ６０㎜を標準とする。

Ｌ2Ｌ1

Ｌ2

腹筋と兼ねてよい

３－Ｄ１６

図２．３．１ 図２．３．２

（注）１．図示のない事項は、４．１による。

　　　３．破線は、柱内定着の場合を示す。

　　　２．　　　　印は、継手及び余長位置を示す。

　　　※　Ｌ2hを確保できない場合は、１.４.２によることができる。

２．３．１　一般事項

２．３　基礎梁筋の継手、定着及び余長

（１）梁筋は、原則として、柱をまたいで引き通すものとし、引き通すことができない場合は、柱内に定着する。

　　ただし、やむを得ず梁内に定着する場合は、図２.２.１による。

（２）梁筋を柱内に定着する場合は、４.１.１(3)による。

（３）継手中心位置は図２.３.２の斜線部分とする。
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no.

ＨＲ ＡＲＣＨＩＴＥＣＴ ＯＦＦＩＣＥ
一級建築士事務所　山口県登録Ｃ第2804号

原川　伸治 A-3：50%縮小

道の駅きくがわリニューアル建築主体工事

RC構造配筋標準図(2)

N/S 

（２）先端に小梁がある場合

５.１　壁筋の継手及び定着

片持梁

先端小梁

小梁外端部 小梁連続端部

水平断面

Ｌ2

片持梁筋

折下げ

片持梁筋

折下げ

Ｌ2

片持梁

垂直断面

　　

（頭つなぎ梁）

先端小梁

（１）壁配筋の重ね継手はＬ1、定着の長さはＬ2とする。

（３）原則として、柱及び梁内に、壁筋の継手を設けてはいけない。

（注）１．図示のない場合は、（１）による。

　　　２．先端小梁終端部の主筋は、片持梁内に水平定着する。

　　　３．先端小梁の連続端は、片持梁の先端を貫通する通し筋としてよい。

（２）幅止め筋は、縦横共Ｄ１０－１,０００＠程度とする。

§５　壁

（４）下図のＰ＠は、特記された壁筋の間隔を示す。

Ｐ＠

≦Ｐ＠ ≦Ｐ＠

Ｐ＠

≦Ｐ＠

≦Ｐ＠

柱

梁

主筋位置

梁

主筋位置

主筋位置主筋位置

Ｌ1

Ｌ2

壁の配筋

４－Ｄ１３ ２－Ｄ１３

１－Ｄ１３２－Ｄ１３

２－Ｄ１３２－Ｄ１３

１－Ｄ１３１－Ｄ１３

Ｂ　　形Ａ　　形

Ｗ１８、Ｗ２０

Ｗ１２、Ｗ１５

斜　め縦　筋

補　強　筋
壁の種別

Ｗ１８、Ｗ２０

Ｗ１２、Ｗ１５

斜　め

補　強　筋

縦　筋
壁の種別

（注）（　）内は、土圧等を受ける壁等で、５.１（２）の場合を示す。

（１）壁開口部の補強は、Ａ形又はＢ形とし、特記がなければＢ形とする。ただし、耐震壁を除く。

５．４　壁開口部の補強

２－Ｄ１３

先端補強筋
２－Ｄ１３

４－Ｄ１３
先端補強筋

Ｌ2

２－Ｄ１３

先端補強筋
２－Ｄ１３

Ｌ2

端部（垂直及び水平断面）

４－Ｄ１３２－Ｄ１３

２－Ｄ１３１－Ｄ１３

外壁の端部（垂直及び水平断面）

継手Ｌ2

交差部（水平断面）

Ｌ2

Ｌ2

２－Ｄ１３
Ｌ2

１－Ｄ１３ １－Ｄ１３

Ｌ2

Ｌ2

１－Ｄ１３

１－Ｄ１３

Ｌ2

２－Ｄ１３

Ｌ2

１－Ｄ１３

Ｌ2Ｌ2

１－Ｄ１３１－Ｄ１３

５．３　交差部及び端部の配筋

５．２　パラペットの配筋

（２）壁開口部補強筋の定着長さ

Ｌ1

補強筋

壁配筋

Ｌ1

Ｌ1

Ｌ1

開口

４．１．３　ハンチのある場合

（１）４.１.１(５)で定めた鉄筋には、フックを付ける。

最上階

Ｌ1

Ｌ1
Ｌ2

Ｌ2h※

Ｌ1

Ｌ1
Ｌ2

Ｌ2h※

二段筋

一般階

15d(余長)

lo/4

Ｌ1

Ｌ1

Ｌ2h※

Ｌ1

Ｌ1

Ｌ2h※

lo

lo/4 lo/2

15d(余長)

二段筋

（注）１．　　　　　印は、継手及び余長を示す。

　　　※　Ｌ2hを確保できない場合は、１.４.２によることができる。

　　　３．破線は柱内定着の場合を示す。

　　　２．梁内定着の端部下端筋が接近するときは、　　　　のように引き通すことができる。

４．２　あばら筋，腹筋及び幅止め筋

４．２．１　一般事項

４．２．２　あばら筋組立の形及びフックの位置

（１）形は、下図（イ）とする。ただし、Ｌ形梁の場合は，（ロ）又は（ハ）、Ｔ形梁の場合は、（ロ）～（ニ）とするこ

　　とができる。

（２）フックの位置は、（イ）の場合は交互とし、（ロ）の場合は、Ｌ形ではスラブの付く側、Ｔ形では交互とする。なお、

　　（ハ）の場合は、スラブの付く側を９０°折曲げとする。

（ロ）

≧８ｄ

（イ）

≧６ｄ

（ハ）

≧６ｄ

≧８ｄ

（ニ）

≧８ｄ

４.３　増築予定がある場合

（２）増築取合せ部分の梁主筋は増築用梁まで延長することなく柱にアンカーする。

（３）下図ハッチ部分はスタイロホームを入れてコンクリートを打設又はラスモルタルとし現場の状況に応じて指示する。

スターラップ

フックをつける。

増築予定

Ｌ
1

Ｌ
1

Ｌ

（１）圧接の場合Ｌ＝１,０００、重ね継手の場合Ｌ＝Ｌ1+０.５Ｌ1

（１）あばら筋の種類、径及び間隔は、特記による。

（２）幅止め筋及び受け用幅止め筋は、Ｄ１０－１０００＠程度とする。

（３）腹筋に継手を設ける場合の継手長さは、１５０㎜程度とする。

（４）壁梁の場合、腹筋の定着長さ及び継手長さは、特記による。特記がなければ、Ｌ2とする。

　　　３．継手中心位置は下図の斜線部分とする。

４.４　小梁及び片持ち梁

４.４.１　小梁

lo/4 lo/2 lo/4 lo/4 lo/2 lo/4

lo/6 7lo/12

lo

lo/4 lo/4lo/2lo/4

lo

Ｌ2h※ 15d(余長) 15d(余長) 15d（余長）15d（余長） L2（定着）

15d(余長) 15d(余長) 15d(余長) 15d(余長)

Ｌ3h※

連続端外端 連続端

（注）１．　　　　　印は、余長位置を示す。

　　　２．図示のない事項は、基礎梁及び大ばりの項による。

　　　４．梁せいが小さく垂直で余長がとれない場合、斜めにしてもよい。

（１）連続小梁の場合

４．４．２　片持ち梁

（１）先端に小梁のない場合

　　　※　Ｌ2h、Ｌ3hを確保できない場合は、１.４.２によることができる。

lolo

lo/6 lo/4 lo/4 lo/4

lo/2

lo/6

lo

2lo/3

lo/6

lo/2

１５ｄ ２ｌ／３

ｌ

１５ｄ ２ｌ／３

ｌ

Ｌ3h※

Ｌ2h※

Ｌ3h※

Ｌ Ｌ

Ｌ2

一般階 最上階

　　　※　Ｌ2h、Ｌ3hを確保できない場合は、１.４.２によることができる。

（注）１．図示のない事項は、大ばりの項による。

　　　２．　　　　　印は、余長を示す。

　　　３．先端の折曲げの長さＬは、梁せいからかぶり厚さを除いた長さとする。

Ｐ2＠

（５）スパイラル筋の継手及び定着

d

≧6d d

≧6d

末端部

（柱頭又は柱脚部）

１.５巻以上

の添巻

d

50d

≧6d

d

50d

≧6d

中間部

（重ね継手）

（６）柱に取り付く梁に段差がある場合、帯筋の間隔を１.５Ｐ１＠又は１.５Ｐ２＠とする範囲は、その柱に取り付くすべて

帯筋の割付

梁面より割り付ける。

帯筋

重ねたものとする。

太い鉄筋又は同径のものを２本

帯筋は、一般の帯筋より１サイズ

上下の柱断面寸法が異なる場合、

Ｐ1＠

柱

梁

Ｄ≦１００

梁

Ｌ2h※

lo/4lo/4 lo/2

Ｌ2

継手長さ

Ｄ

ｌｏ

ｌｏ／４ Ｄ

最上階

１５ｄ(余長)

Ｌ2h※

二段筋

Ｌ2h※

Ｌ2

Ｌ2h※ Ｌ2h※

一般階

Ｌ2h※ Ｌ2h※

１５ｄ(余長) １５ｄ(余長)継手長さ Ｌ2h※

　　　２．破線は柱内定着の場合を示す。

　　　※　Ｌ2hを確保できない場合は、１.４.２によることができる。

§４　梁

４．１．１　一般事項

４．１　大ばり筋の継手、定着及び余長

　　　　　上端筋 － 中央lo/2以内

　　　　　　　　　　lo/4を加えた範囲以内

　　　　　下端筋 － 柱面より梁せい（Ｄ）以上離し、

（２）梁主筋は原則として柱をまたいで引き通すものとし、

　　る場合は右図による。

（３）梁主筋を柱内に折り曲げて定着する場合は、次による。

　　　　　上端筋：曲げ降ろす。

　　　　　下端筋：原則として曲げ上げる。

吊上げ筋は、一般のあばら筋

より１サイズ太い鉄筋又は同

径のものを２本重ねたものと

する。

図４．１．１ 図４．１．２

　　引き通すことのできない場合は、(3)により柱内に定着

　　することができる。ただし、やむを得ず梁内に定着す

４．１．２　ハンチのない場合

　　　　　上端筋 － 中央lo/2以内

　　　　　下端筋 － 柱面より梁せい（Ｄ）以上離し、lo/4を加えた範囲以内

（４）段違いばりは、図４.１.１によることができる。

（１）継手中心位置は、下記による。

　　　なお、定着の方法は、１.４.２による。

（１）継手中心位置は、下記による。

（２）４.１.１(５)で定めた鉄筋には、フックを付ける。

（注）１．　　　　　印は、継手及び余長を示す。

１.５Ｐ2＠

１.５Ｐ1＠

１.５Ｐ1＠

　　の梁を考慮して適用する。なお、Ｐ１＠、Ｐ２＠は、特記された帯筋の間隔を示す。

（３）開口部は柱及び梁に接する部分又は鉄筋を緩やかに曲げることにより開口部を避けて配筋できる場合は、補強を省略

　　することができる。

（４）コンセントボックス等を壁に埋め込む場合の補強は、特記による。

§６　スラブの配筋

６．１　スラブ筋の継手及び定着

（１）鉄筋の重ね継手長さは、Ｌ1とする。

Ｌ2

耐圧スラブの場合　２図

受け筋(D13)

Ｌ3

１図

Ｌ2h※

受け筋(D16)

（２）定着長さ及び受け筋は、１図による。ただし、引き通すことができない場合は、３図により梁内に定着する。

Ｌ2

ｌｙ
ｌx／４ ｌx／４

ｌx／４

ｌx／４

ｌx／２

ｌx

Ｃ Ａ Ｃ

Ｄ

ＣＡ

ＢＤ

Ｃ

（３）継手中心位置は下記表による。

上　端　筋

下　端　筋

標準継手位置

短辺方向・・

長辺方向・・

両方向共・・

Ｂ　・　Ｄ

Ａ　・　Ｂ

Ａ・Ｃ・Ｄ

６．２　スラブの基準配筋

６．２．１　片持ちスラブ

（１）先端に壁がない場合

先端部補強筋

Ｌ

２－Ｄ１３

ｌ≦６００

主筋

受け筋Ｄ１３
配力筋

Ｌ2

主筋

Ｌ

Ｌ3

受け筋

先端部補強筋
２－Ｄ１３

ｌ

Ｌ2

配力筋

Ｄ１６（ｌ＞１,０００）
Ｄ１３（ｌ≦１,０００）

（注）１．先端の折曲げ長さＬは、スラブ厚さよりかぶり厚さを除いた長さとする。

（２）先端に壁が付く場合

（注）１．主筋下端筋継手中心はＢ、Ｄ部分をさけること。

　　　２．配力筋下端筋継手中心はＡ、Ｂ部分をさけること。

　　　２．スラブに段差のない場合、主筋を引き通してスラブに定着してもよい。

Ｌ3

一般スラブの場合　３図

受け筋(D13) Ｌ2h※

受け筋(D13) Ｌ2h※
Ｌ2h※

受け筋(D13)

Ｌ3
Ｌ3

（注）※　Ｌ２hを確保できない場合は、１.４.２によることができる。

先
端

壁
厚

以
上

及び間隔に合わせる。

１
０

０
以

下
１

０
０

以
下

Ｌ
2

２－Ｄ１３

Ｌ2

先端壁の縦筋の径

先
端

壁
厚

以
上

２－Ｄ１３

Ｌ2

１
０

０
以

下

垂れ壁のない場合 垂れ壁のある場合

６．２．２　片持ちスラブ（出隅部）

ｌ1

出隅受け部配筋出隅部分補強配筋

（注）１．ｌ1≧ｌ2とする。

　　　２．出隅受け部配筋は柱又は梁にＬ1定着する。

出隅部

出隅受け部

ｌ
1
/
2

ｌ1／２

ｌ
2

出隅部分

の補強筋

Ｌ
1

ｌ
1
／

２

ｌ
2

一般スラブ配力筋

Ｌ1ｌ1／２

Ｌ3

Ｌ
3

ｌ1

lo/4 lo/4lo/2

lo/62lo/3lo/6

lo

端部端部

Ｌ3h※

15d(余長) 15d(余長)

Ｌ3h※

15d(余長) 15d(余長)Ｌ2h※ Ｌ2h※

（２）梁の端部で間隔の異なる場合

（５）梁主筋の重ね継手が、梁の出隅及び下端の両端（図４.１.２の●印）にある場合はフックを付ける。ただし、基礎梁を除く。

Ｄ Ｄ

lo/4

lo

lo/4

Ｄ

lo/2

lo/4 lo/4

Ｌ2
梁梁

柱

構造設計担当者

1級建築士事務所　岡山県知事登録第14225号

(株)倉敷構造設計室

一級建築士第243674号　木村誠司

※構造図の作成者は木村誠司であり,原川伸治は関与していません。
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Ｈ Ｒ 建 築 事 務 所 一級建築士 第323310号
S 04title

no.

ＨＲ ＡＲＣＨＩＴＥＣＴ ＯＦＦＩＣＥ
一級建築士事務所　山口県登録Ｃ第2804号

原川　伸治 A-3：50%縮小

道の駅きくがわリニューアル建築主体工事

RC構造配筋標準図(3)

N/S 

※構造図の作成者は木村誠司であり,原川伸治は関与していません。

一級建築士第243674号　木村誠司

(株)倉敷構造設計室

1級建築士事務所　岡山県知事登録第14225号

構造設計担当者

（注）１．土間コンクリートとは、土に接するスラブのうち、床荷重を直接支持地盤へ伝達できるものをいい、それ以外は土間スラブとして、

Ｌ
1

Ｌ
1

Ｌ1
Ｌ1

Ｌ1
Ｌ1

斜め筋

横筋

縦筋

あばら筋

上縦筋

下縦筋

Ｈ形

下縦筋

縦筋

あばら筋

斜め筋

横筋

上縦筋

下端のみ通し筋

中間部中間部 端部 端部

び間隔に合わせる。
同材質、同間隔

補強筋の鉄筋径及

スラブ筋と同径、
土間コンクリート

Ｌ2Ｌ2 Ｌ2 Ｌ2
Ｌ3

Ｄ１３ Ｄ１３ａ ａａ Ｄ１３ ａＤ１３

Ｌ2 Ｌ2 Ｌ2
Ｌ2

Ｌ2
土間コンクリート補強筋

ｌ＝１,３００ ｌ＝１,３００

Ｄ１０－２００＠縦横 Ｄ１０－２００＠縦横
Ｄ１３

Ｄ１３

５－Ｄ１０(ｌ＝１,５００)

５－Ｄ１０(ｌ＝１,５００)

ｎ１本

２
本

ｎ１
２

本
ｎ２

Ｌ
1

Ｌ
1

開口 ｎ２本

Ｌ1

Ｌ1

（10）溶接金網の割付け始点は、横筋ではあばら筋の下側とし、縦筋では貫通孔の中止とする。

　　　なお、リング節は、溶接金網に４箇所以上溶接する。

（９）溶接金網の貫通孔部分には、鉄筋１－１３Φのリング筋を取り付ける。

（８）溶接金網の余長は１格子以上とし、突出しは１０mm以上とする。

　　配筋できる場合は、補強を省略することができる。　　

（７）孔の径が梁せいの１／１０以下、かつ、１５０mm未満のものは、鉄筋を緩やかに曲げることにより、開口部を避けて

（６）補強筋は、主筋の内側とする。また、鉄筋の定着長さは下図による。

（５）縦筋及び上下縦筋は、あばら筋の形に配筋する。

（４）孔が並列する場合の中心間隔は、孔の径の平均値の３倍以上とする。

　　　ただし、基礎梁、壁付帯梁は除く。

（３）孔は、柱面から、原則として、１.５Ｄ(Ｄは梁せい)以上離す。

（２）孔の上下方向の位置は梁せい中心付近とし、梁中央部下端は梁下端より１／３Ｄの範囲には設けてはならない。

（１）孔の径は、梁せいの１／３以下とし、孔が円形でない場合はこれの外接円とする。

７．１　一般事項

梁貫通孔の補強はこの標準配筋により，孔の形状寸法および配筋種別は特記する。

§７　梁貫通孔補強

（３）右図ハッチ部分はラスモルタルとし現場の状況に応じて指示する。

（２）増築取合せ部分の床主筋は増築用床まで延長することなく梁にアンカーする。

（１）縦手長さＬ＝Ｌ1＋０．５Ｌ1
Ｌ

６．５　増築予定がある場合

　　　２．aが３００mm以下の場合に限る。

　　梁及び柱を介して基礎へ荷重を伝達するものとする。

（２）土間コンクリートと基礎梁との接合部配筋（１）土間スラブの打継ぎ補強

６．４．３　土間スラブ、土間コンクリートの打継ぎ補強

（１）スラブに上端筋がなく、壁が付いている場合には、下図により補強筋を入れる。

６．４．２　壁付きスラブ

屋根スラブの出隅及び入隅部分には、下図により、補強筋を上端筋の下側に配置する。

６．４．１　屋根スラブ

６．４　その他の補強

　　補強を省略することができる。

（２）スラブ開口の最大径が両方向の鉄筋間隔以下で、鉄筋を緩やかに曲げることにより、開口部を避けて配筋できる場合は、

　　隅角部に斜め方向に２－Ｄ１３(ｌ＝２Ｌ１)シングルを上下筋の内側に配筋する。

（１）スラブ開口の最大径が７００㎜以下の場合は、スラブ開口によって切られる鉄筋と同量の鉄筋で周囲を補強し、

６．３　スラブ開口部の補強

§８　階段の配筋

８．１　片持スラブ形階段の基準配筋

二辺固定スラブ形階段配筋(その１)

Ｌ2h※

Ｄ１０－３００＠

Ｄ１３

２－Ｄ１３

Ｄ１０－３００＠

Ｄ１３

Ｄ１３

Ｄ１０－３００＠

２－Ｄ１３

Ｄ１０－３００＠

Ｄ１０－３００＠

Ｄ１０－３００＠

Ｄ１０－３００＠
Ｄ１３

Ｄ１３

Ｄ１０－２００＠

Ｄ１３

Ｄ１０

Ｄ１０

１５０

Ｄ１０－２００＠
Ｄ１３

lo

Ｌ3

Ｌ2

Ｌ2

Ｌ3

ｔ

Ｌ2

Ｌ2

Ｌ2h※

ｔ

ｔ

Ｄ１６－１２５＠

Ｄ１６－１００＠

Ｄ１６－１５０＠

Ｄ１３、Ｄ１６－１５０＠

Ｄ１３－１００＠

Ｄ１３－１５０＠

Ｄ１３－２００＠

上端筋、下端筋とも（全域）

二辺固定スラブ形基準配筋

ＫＢ７

ＫＢ６

ＫＢ５

ＫＢ４

ＫＢ３

ＫＢ２

ＫＢ１

配筋種別

８．１　二辺固定スラブ形階段の基準配筋

片持スラブ形階段配筋の定着

Ｌ2

Ｌ2
Ｌ3

Ｌ2

　　　２．スラブ配力筋の継手及び定着の長さは、１.４.１（２）のＬ3とする。

（注）１．階段主筋は、壁の中心線を越えてから縦に下ろす。

片持スラブ形階段の基準配筋

ｔ

ｔ

ｔ

ｔ
配筋図

ＫＡ４ＫＡ３配筋種別

Ｄ13

ｔｔ

配筋図

ＫＡ２ＫＡ１配筋種別

（注）　　　　は、一般部分のあばら筋を示す。

Ｈ形配筋

種別
配筋

3-2-D132-2-D13

2-2-D132-2-D13

な　しな　し

4-2-D13

2-2-D13

2-2-D13

な　し

Ｈ７

Ｈ６

Ｈ５

Ｈ４

Ｈ３

Ｈ２

Ｈ１

4-2-D19

4-2-D22

4-2-D16

4-2-D16

4-2-D13

2-2-D13

上下縦筋横　筋縦　筋斜め筋

７．２　補強の形式と種類

コンクリートの厚さ

壁付き土間コンクリートの補強配筋

コンクリートブロック帳壁

Ｄ10-200＠

Ｄ10

800

（注）１．壁の打増し幅(a)が５０mm以上の場合の補強を示す。

同材質、同間隔

帯筋と同径、

Ｌ2h※

Ｌ2h

lo

　　 ※　Ｌ2hを確保できない場合は、１.４.２によることができる。

（注）１．右図の場合にも二辺固定スラブ形階段配筋を準用する。

Ｄ１０－３００＠

Ｄ１０

Ｄ１０

１５０

二辺固定スラブ形階段配筋(その２)

lo

Ｌ
3

Ｌ3

ｔ

控壁の配筋(水平、垂直とも)

Ｄ10-200＠
Ｄ10

コンクリートブロック帳壁

Ｄ16

Ｌ^d2

Ｌ^d2

ｔ

Ｄ13

８．５　コンクリートブロック帳壁との取合い

（注）１．１５０mm以下の段差のあるスラブの場合に限る。

７０＜Ｈ≦１５０の場合Ｈ≦７０の場合

３５０ｍｍ

Ｄ１３

Ｌ2Ｄ１３

Ｈ

５Ｈ

Ｈ

Ｌ2

８．４　段差のあるスラブの補強

Ｌ2

打増し部分

ａ

腹筋は、標準仕様書

あばら筋と同径、

同材質、同間隔

Ｌ2

別図３.２（ｃ）に

よる

二方向の打増し

ａ１ ｂ

ａ２

Ｌ2

側面の打増し

Ｌ2 ａ

　　　２．あばら筋と同一方向の補強筋は、あばら筋と同径、同材質、同間隔とし定着長さはＬ2とする。

（注）１．梁の打増し幅(a、a1、a2)が７０mm以上の場合の補強を示す。

上端の打増し下端の打増し

ｂ

ａ

Ｌ2

打増し部分

ａ

Ｌ2

ｂ

打増し部分

８．２　梁の打増し補強

　　　３．軸方向の補強間隔は３００mm以下とする。

　　　２．帯筋と同一方向の補強筋は、帯筋と同径、同材質、同間隔とし定着長さはＬ2とする。

（注）１．柱の打増し幅(a、a1、a2)が７０mm以上の場合の補強を示す。

二方向の打増し一方向の打増し

３００以下３００以下３００以下

３００以下

３００以下

３００以下

３００以下３００以下

Ｌ2

Ｌ2 ａ1

ａ2

Ｌ2

ａ

打増し部分 打増し部分

８．１　柱の打増し補強

§８　その他の補強

８．３　壁の打増し補強
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S 05title

no.

ＨＲ ＡＲＣＨＩＴＥＣＴ ＯＦＦＩＣＥ
一級建築士事務所　山口県登録Ｃ第2804号

原川　伸治 A-3：50%縮小

道の駅きくがわリニューアル建築主体工事

木工事特記仕様書

N/S 

構造設計担当者

1級建築士事務所　岡山県知事登録第14225号

(株)倉敷構造設計室

一級建築士第243674号　木村誠司

※構造図の作成者は木村誠司であり,原川伸治は関与していません。

b. 基礎とCLT耐力壁の間に「防水シート」、「防水テープ」、又は「接合金物」を施工する。

１．一般事項

（１）適用範囲

本仕様書は建築物および工作物の構造上主要な部分に構造用集成材及び直交集成板を用いる工事に適用する。

木工事に含まれる製材及び合板も適用範囲とする。

■は適用項目を示すものとする。（□は適用しない。）

（２）設計図書

設計図書とは本仕様書、設計図、指示書（現場説明書および質疑回答書を含む）をいう。

（３）標準仕様書

（４）準拠基準

a．日本農林規格（JAS）

c．木質構造設計規準・同解説（2006年版）

d．大断面木造建築物設計施工マニュアル（1988年版）

e．木造軸組工法住宅の許容応力度設計（2017年版）

農林水産省

日本建築学会

日本建築センター

日本住宅・木材技術センター

f．木質構造接合部設計マニュアル（2009年版） 日本建築学会

日本建築学会

設計図書に記載なきものは「住宅金融支援機構監修・木造住宅工事共通仕様書」及び「国土交通大臣官房官庁

（３）その他木質材料

a．構造用製材の仕様

Ⅰ．含水率は20％以下とする。

Ⅱ．＊＊＊産材とする。

Ⅲ．その他仕様は部材リスト参照とする。

Ⅳ. 面取りは原則なしとする。

b．構造用合板の仕様

Ⅰ．製作工場は、構造用合板JAS認証工場であること。

Ⅱ. ホルムアルデヒド放散量の性能区分は、F☆☆☆☆とする。

Ⅲ．その他仕様は部材リスト参照とする。

Ⅳ．特記なき限り、構造用合板はできるだけ大きい寸法のものを用いる。

2.2　接合金物

（１）製作金物

a．特記なき限り、材質は SS400 とする。

b．製品の溶接は下記の通り。

Ｈ（被覆アーク溶接、ガスシールドアーク溶接及びセルフシールドアーク溶接）

片面溶接 両面溶接

ｔ≦１６ ｔ≦１６ １６＜ｔ≦４０

ｔ

６０゜

Ｓ

２

Ｓ

Ｓ

Ｓ

ｔ

ｔＳ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

規　格 隅 肉 溶 接

板厚 t 6 以下 9 12 16 19 22 25 28

設計サイズ S t 7 9 12 11 13 15 17

※　脚長（S）　0 ≦ ⊿S≦ 0.5S かつ ⊿S≦5（⊿S＝S'－S，S'：実際サイズ）

※　余盛 　 　 0 ≦ ⊿α≦ 0.4S かつ ⊿α≦4

（２）ファスナー（ボルト、ナット、座金、ドリフトピン、ラグスクリューボルト等）

a．特記なき限り、材質は SS400 とする。

b．製品の規格は下記の通り。

種類 規格

JIS　G　3532 / JIS　A　5508

JIS　G　3532 / JIS　A　5508

N釘 (鉄丸くぎ) 

CN釘 (太め鉄丸くぎ) 
釘

JIS　B　1180 六角ボルト

JIS　B　1181 六角ナット

JIS　B　0205 メートル並目ネジ

ボルト,ナット

JIS　G　3191 熱間圧延棒鋼及びバーインコイル

特記なき限り、ドリフトピンの長さは、主材厚－5.0mm、埋木無しとする。
ドリフトピン

JIS　B　1220 構造用両ねじアンカーボルトセット

JIS　B　1180 Zマーク金物、製作アンカーボルト

アンカーボルトセットについては、木工事範囲外。

アンカーボルト

JIS A 5540，5541，5542 建築用ターンバックル　M12～M33

「JSS建築用ターンバックル筋交い設計施工指針・同解説」(日本鋼構造協会) 参照。
鋼ブレース

JIS　G　4051（S45C）

JIS　G　3138（SNR490B）

ラグスクリューボルト（25Φ）

ラグスクリューボルト（19Φ）

JIS　G　4053（SCM435） ラグスクリューボルト用　六角ボルト

JIS　G　4053（S45C） ラグスクリューボルト用　六角ナット（M16以上）

JIS　G　4051（S45C） ラグスクリューボルト用　六角ナット（M14以下）

JIS　G　4051（S45C） ラグスクリューボルト用　座金

JIS　G　3506（SWRH57） ラグスクリューボルト用　ばね座金

ﾗｸﾞｽｸﾘｭｰﾎﾞﾙﾄ

３．材料の塗装

（１）木質材料

a．製品の塗装は下記の通り。

種類 塗布位置 備考（参考塗料）

養生塗装

■　あり

□　なし

オスモカラー（ｵｽﾓ＆ｴｰﾃﾞﾙ㈱）/1回塗り

バトン（大谷塗料㈱）/1回塗り

もくぬーる（玄々化学工業㈱）/1回塗り

吸水防止塗装
ニューブリード（和信化学工業㈱）/1回塗り

もくぬーる（玄々化学工業㈱）/1回塗り

２．材料の品質

2.1　木質材料

本項の内容は特記なき限り、構造用集成材、直交集成板、構造用製材及び構造用合板の日本農林規格に準ずること。

（１）構造用集成材

a．構造用集成材製作工場

Ⅰ．JIS Q 9001:2015（ISO Q 9001:2015）工場であること。

Ⅱ．低ホルムアルデヒド大、中、小断面集成材JAS認証工場であること。

Ⅲ．製造指導者として、一級建築士又は一級建築施工管理技士、構造用集成材管理士、木材接着士をそれぞれ

　　2名以上が従事すること。

b．構造用集成材の仕様

Ⅰ. ホルムアルデヒド放散量の性能区分は、F☆☆☆☆とする。

Ⅱ. 材面品質は2種とする。

Ⅲ. 含水率は15％以下とする。

Ⅴ. その他仕様は部材リスト参照とする。

c. 構造用集成材の面取り

Ⅰ. 特記なき限り、4面面取りとする。

Ⅱ. 面取り仕様は下記の通り。

 　・通直材は、平面取りを基本とする。

 　・湾曲材は、R面取りを基本とする。

（２）直交集成板（ＣＬＴ）

a. 直交集成板製作工場

Ⅰ．JIS Q 9001:2015（ISO Q 9001:2015）工場であること。

Ⅱ．低ホルムアルデヒド直交集成板JAS認証工場であること。

Ⅲ．製造指導者として、一級建築士又は一級建築施工管理技士、木材接着士をそれぞれ2名以上が従事すること。

b．直交集成板の仕様

Ⅰ. ホルムアルデヒド放散量の性能区分は、F☆☆☆☆とする。

Ⅱ. 含水率は15％以下とする。

（３）仕口既製金物

a. 仕口既製金物の仕様は下記又は同等以上とする。

Ⅰ. ㈱タツミ　テックワン

種類、仕様 種類、仕様

TH-10
材質：SPHC 3.2mm㎜
ストロンジンクＪコート処理

TH-18
材質：SPHC 3.2mm㎜
ストロンジンクＪコート処理

TH-24
材質：SPHC 3.2mm㎜
ストロンジンクＪコート処理

TH-33
材質：SPHC 3.2mm㎜
ストロンジンクＪコート処理

種類、仕様 種類、仕様

PS-18SU

PS-24SU

PS-33SU

c．ボルトに用いる座金の仕様

Ⅰ．既製品は、メーカー仕様に準ずる。

Ⅱ. ボルト及びアンカーボルトに用いる座金は、ボルトの径に相応したものとし、引張応力を受ける木部ボルト

　　及びせん断応力を受ける木部ボルトは下記の通り。

M12 M16 M20 M24座金の応力 ボルト径

厚さ 6.0 9.0 9.0 13.0

角座金の一辺 60.0 80.0 105.0 125.0

丸座金の直径 70.0 90.0 120.0 140.0

引張応力を受けるボルト

厚さ 3.2 4.5 6.0 6.0

角座金の一辺 35.0 50.0 60.0 70.0せん断応力を受けるボルト

丸座金の直径 40.0 60.0 70.0 80.0

Ⅲ．納まり等の理由により、座金の仕様変更が生じる場合は、監督職員と協議するものとする。

d. 木質構造用ビスの仕様

Ⅰ. 既製品は、メーカー仕様に準ずる。

４．材料の加工

（１）加工寸法

a. 既製品は、メーカー仕様に準ずる。

b. ファスナーの仕様は下記の通り。（d:ボルト径）

種類 部位 仕様

柱脚金物 引きボルト

木部孔径 ― d+5.0

鋼板孔径 d+5.0

アンカーボルト

ボルト径 M16未満 M16以上

木部孔径 d+1.5 d+2.0

鋼板孔径 d+1.0 d+1.5

ボルト

ﾄﾞﾘﾌﾄﾋﾟﾝ径 φ16未満 φ16以上

木部孔径 d±0 d±0

鋼板孔径 d+1.0 d+1.5

ドリフトピン

径 長さ

胴部 胴部と同径 胴部と同じ長さ

スクリュー部 スクリュー径の50～70％ スクリュー部と同じ長さ

ラグスクリュー

(コーチボルト)

c. スリットの仕様は下記の通り。（t:鋼板厚）

種類 部位 仕様

鋼板厚 6.0未満 6.0以上

スリット幅 t+1.5 t+2.0

状況に応じて開き止め（M12程度）を設ける。

鋼板挿入

５．その他

（１）釘接合

a. 釘は材の繊維に対して乱に打ち、割れを生じないように端距離、縁距離、釘間隔を大きく取る。

b. 釘の長さは材厚の２．５倍以上とする。

c. １ヶ所の釘の本数は２本以上とする。

d. 釘に錆を生じるおそれのある場合は、適切な防錆処理を施す。

e. 自動釘打ち機を使用する場合は、面材に釘がめり込まないようにする。そのために、釘打ち機の圧力を弱めるか、

 　最後は手打ちを用いるなどの方法による。

f. 構造用面材を耐力壁とする場合の釘打ち方法は「昭和56年建設省告示1100号」による。

（２）在来仕口、継手の原則

a. 在来仕口、継手の方法は構造図による。

　 特記無き場合は　１．（３）標準仕様書に示された在来工法用の一般的な適用慣例又は、JASS11　木工事B種に従う。

b. 部材との納まりは、各メーカー仕様に準ずる。

（４）基礎と土台との緊結

a. 仕様は下記とする。

b. アンカーボルトの間隔は2.7m以内となるような位置とする。

PS-10SU
高耐食性めっき鋼板

高耐食性めっき鋼板

高耐食性めっき鋼板

高耐食性めっき鋼板
PZ-HDP-20
材質：JIS G 3301　SS400相当
プロイズ処理

PZ-HDP-15
材質：JIS G 3301　SS400相当
プロイズ処理

RP-10
高耐食性めっき鋼板

高耐食性めっき鋼板
PS-DJSU

HDP-20
材質：特殊鋼鋼管　2.4㎜
新溶融メッキ

HDP-15
材質：特殊鋼鋼管　2.4㎜
新溶融メッキ

HDP-10
材質：特殊鋼鋼管　2.4㎜
新溶融メッキ

GJ-10
材質：JIS G 3131 SPHC
黒色ストロンジンク処理

Ⅳ. ラミナの原材料は＊＊＊産材とする。

Ⅲ. ラミナの原材料は＊＊＊産材とする。

Ⅱ. 平面取りを基本とする。

c. 直交集成板の面取り

Ⅰ. 特記なき限り、4面面取りとする。

Ⅴ. その他仕様は部材リスト参照とする。

Ⅳ. ラミナ厚は24mm～36mmの範囲で等厚とする。

＜単位：mm＞

＜単位：mm＞

＜単位：mm＞

＜単位：mm＞

　木 工 事 特 記 仕 様 書 non-scale

営繕部監修・公共木造建築工事共通仕様書（R4年度版）」に準ずる。

準拠:BXカネシン㈱　プレセッターマニュアル_2023年度版

g. 建築工事標準仕様書・同解説JASS11木工事（2005年版）

準拠:㈱タツミ　テックワン技術資料_2022年3月版

基礎天

150㎜以上

2
5
0
㎜
以
上

スクリューワッシャー

2
0

継手位置

@2.7m以下

a.bolt M12 (Zマーク金物)

Ⅱ. BXカネシン㈱　プレセッターSU

継手金物は設置不要

基礎パッキン又は

気密パッキン

（位置は意匠図参照）

b．日本産業規格（JIS） 日本産業標準調査会

（５）CLTパネル工法の耐候処理・防水処理（平28国交告第611号第七関連）

土台及び耐力壁が基礎コンクリートと接する部分には、劣化防止として以下の処置を行う。

（６）表記方法

BT ボルト a.bolt アンカーボルト

LGボルト類 ラグスクリュー HTB ハイテンションボルト

DP ドリフトピン LSB ラグスクリューボルト

BPL ベースプレート FPL フランジプレート

GPL ガセットプレート WPL ウェブプレート鋼板類

RPL リブプレート SPL スプライスプレート

a. 基礎と土台の間に「ねこ土台」又は「防水シート」を施工する。

(BXカネシン㈱社製同等以上)

a. 既製品は、メーカー仕様に準ずる。

b．製品の塗装は下記の通り。

種類 規格 備考

■　JIS　K　5674 鉛・クロムフリー錆止め 1回塗り

□　JIS　K　5625 シアナミド鉛錆止め 1回塗り

□　JIS　H　8610 電気亜鉛めっき

溶融亜鉛めっき

■　JIS　H　8610 電気亜鉛めっき

製作金物

溶融亜鉛めっき
ファスナー

□　JIS　H　8641 溶融亜鉛めっき
アンカーボルト

   有効な防腐処置を講ずる。必要に応じて防蟻処置も講ずる。

（２）接合金物

b. 防腐処置として、構造耐力上主要な部分である柱、壁及び筋交いのうち地面から 1m 以内の部分には

c. 防腐・防蟻注入材は無塗装とする。

d. 必要に応じて、柱脚部の木口割防止塗装等（ウレタン系）を用い適切にシール処理を行うこと。

e. 養生塗装及び吸水防止塗装以外は木工事に含まない。仕上げ塗装、防腐・防蟻処理は塗装工事とする。

i．CLTを用いた建築物の設計施工マニュアル（2024年版）

h. CLT関連告示等解説書（2022年公布・施行） 日本住宅・木材技術センター

日本住宅・木材技術センター

j．ラグスクリューボルト接合設計マニュアル（ver.2.0）

k. ホームコネクター工法設計マニュアル（第1_07）

ラグスクリューボルト研究会

㈱スクリムテックジャパン

（５）製作要領書及び施工計画書の作成・提出

工事に先立ち、製作要領書及び施工計画書を作成し、監督職員の承諾を受ける。

（６）施工図及びプレカット図の提出

工事に先立ち各種の施工図を作成し監督職員の承諾を受ける。

プレカット工場を使用する場合には、プレカット図・パネル図を施工図と位置づける。

尚、設備工事等における配管等の貫通孔は、構造耐力上の制約について確認し、設計図又は施工図に従い加工する。

（７）製作工場の選定、承諾

構造用集成材の製造工場は、低ホルムアルデヒド集成材JAS認証工場であること。

直交集成板の製造工場は、低ホルムアルデヒド直交集成板JAS認証工場であること。

（８）各種証明書・検査記録の提出

施工者は、下記資料を監督職員に提出すること。

a. JAS認証工場の写し

b. 出荷証明書（指定がある場合は、産地証明書も併せて提出）

c. 資格者名簿

d. 接合金物類のミルシート

e. 工場自主検査記録及び製造・加工工程写真

f. 施工検査記録（建入れ、接合部他）

監督職員と協議

□　JIS　H　8641

□　JIS　H　8641

■　あり

□　なし

監督職員と協議
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A-1： 

Ｈ Ｒ 建 築 事 務 所 一級建築士 第323310号
S 06title

no.

ＨＲ ＡＲＣＨＩＴＥＣＴ ＯＦＦＩＣＥ
一級建築士事務所　山口県登録Ｃ第2804号

原川　伸治 A-3：50%縮小

道の駅きくがわリニューアル建築主体工事

鉄骨構造工作標準図

N/S 

Ｐ－６かつｔ／２以上Ｌ
直交梁６－６§　４　　溶接接合 §　５　　継　　手鉄 骨 構 造 工 作 標 準 図

内ダイヤフラム４－１
ＳＰＬ フィラープレート そ の 他５－１ フィラープレート

ＧＰ－ｔＬ
１隅 肉 溶 接 １§　１　　一般事項 ｔ記号　Ｗ 脚長（Ｓ）Ｓ １

０
０
以
上

継 手 部 Ｐ　　ＰＦＬ，ＷＬ面で段差が１をこえる場合は、
２１ ＷＷ フィラープレートを入れる。１－１ ２０≦Ｓ’－Ｓ≦３ Ｓ＝設計サイズ Ｗ

１をこえる場合・使用材料は　構造図による。
使 用 材 料 ＝実際サイズＳ’ 柱Ｌと同厚以上Ｐ

Ｓ
ｇ＝０ ２ｔ余盛

余盛 ５－２・鉄骨加工業者は　社団法人全国鐵構工業協会（ＪＳＦＡ）加盟の大臣認定取得の工場とする。
・ピン接合は小梁仕口リストによる。１－２ イ

（０．１Ｓ＋１）以下 小 梁 仕 口延床面積 ５００㎡以下 ３０００㎡以下 制限なし
１ １４ ｅｐ ｐｅ１１０２ ３ ｇ鉄骨加工業者 Ｗ　、Ｗ　ｏｒＷ

腰折れ柱Ｈ形鋼の弱軸にブレースが取り付く場合グレード Ｊグレード Ｒグレード Ｍグレード Ｈグレード
１と ２ ６以下 ９ １２ １４ １６ １９ｔ：ｔ ｔ の小さい方

柱角形鋼管の場合柱Ｈ形鋼の場合種類 ４００Ｎ ４９０Ｎまで ４９０Ｎまで ５２０Ｎまで
３Ｗ７ ９ １０ １２ １４ｔＳ≧０．７ｔ

ＧＰＬ
板厚 １６㎜以下 ２５㎜以下 ４０㎜以下 ６０㎜以下 剛 接 合 脚§　７　　柱

２ ３ ４Ｗ　、Ｗ　ｏｒＷ
４９０Ｎまで Ａタイプ （主柱） Ｂタイプ （間柱等二次部材）７－１通しダイヤフラム ３２㎜以下 ５０㎜以下 ７０㎜以下 ２．５以上 ２ ３ ４Ｗ　，Ｗ　ｏｒＷ ＲＰＬ４－２２２㎜以下 １）　板厚の異なる場合 ＬＲＰ 余長はネジ山３以上１

※ 一 般 柱 脚 ２５※※４９０Ｎまで タイプ１ タイプ２クレーンガーダー完 全 溶 込 み ａ＞１０１０ａ≦ベースプレート ５０㎜以下 制限なし 制限なし の場合は３とする）（５０㎜以下 １ １ １Ｗ Ｗ Ｗ△ △ △　すべて２重ナットとする
Ｐ ・継手プレート及びＨＴＢはリストによる。Ｐ Ｐ・ＧＬ　、ＲＬは小梁のＷＬと同厚以上とする。溶 接

堅練りモルタル後詰め

（突合せ溶接）

３
０
～
５
０

５
０§　６　　柱梁接合部および継手 無収縮モルタル流し込み

まんじゅう径２００φ程度２）　エンドタブ ＢＰＬＬ
（溶接記号は４－１，４－２に対応）１－３ ２ ３ ４Ｗ　、Ｗ　ｏｒＷ・設計図書に記載なき場合は本標準図に従うものとする。

３
０
ｄ

６－１ アンカーフレームを使用す２ ３ ４Ｗ　、Ｗ　ｏｒＷ設
計
図
に
よ
る

Ｄ１６を切断し天端をそろえる両端に継手と同じ形状のエンドタブを取り付ける。
・本標準図における単位はすべて㎜とする。そ の 他 る場合は設計図書による （Ａタイプも同じ）イ長さ（ｌ）は３５以上かつ薄い方の板厚の２倍以上とする。 勾 配 屋 根
・精度に関しては「鉄骨工事精度標準（日本建築学会編）」による。 ｌ Ｔｆ

１Ｗ
・防錆塗装はＪＩＳ　Ｋ５６２１～Ｋ５６３３による。

※フランジ端部の溶接は、バックステップは禁止し、フランジ外側から溶接を始めること。 梁ＦＬ同厚以上Ｐ 補強Ｌは座金を兼ねるＰ内ダイヤフラム
イ

イ　フランジ端部より外側に15㎜程度以上確保でき且つ、パスの数及び形状が確認できるものを標準仕様とする。

１
０
０
以
上

ｔ
参考：EGアークタブ(旭化成建材)等 直交梁

ＰｔはＢＬ厚の１／２以上かつ６以上
ＢＬＰＬ３０アンカーボルトの施工に誤差がある場合§　２　　共通事項 イ寸法 ＡＢ３）　開先加工

２５　かつ　Ｔｆ以上・ＡＢ　　　　　　　　アンカーボルト ・ＢＨ　　　　　　　　組立てＨ形鋼 ７－２２－１

・ＢＰ　　　　　　　　ベースプレートＬ ・ＣＨＰ　　　　　　　チェッカープレートＬ ・　認定柱脚を使用する場合はメーカー仕様による。認 定 柱 脚
１略 　 号 Ｗ１（注）Ｗ　　ウェブプレートの

ＴｆＬ・ＤＦＰ　　　　　　　ダイヤフラム ・ＦＢ　　　　　　　　フラットバー 　　　厚い場合（ｔ≧１９）はγ１ ２ ３ ４Ｗ　、Ｗ　ｏｒＷγ１
２イ ３ ４Ｗ　、Ｗ　ｏｒＷ２γ２ γ２ Ｗ　　　突き合せ溶接とする。 １．５ｔｏ１Ｗ・ＦＰ　　　　　　　　フランジプレートＬ ・ＧＰ　　　　　　　　ガセットプレートＬ

１Ｗ
Ｌ・ＲＰ　　　　　　　　リブプレート・ＨＴＢ　　　　　　　高力ボルト §　８　　その他 ｔｏ

・ＳＰ　　　　　　　　スプライスプレートＬ ・ＴＢ　　　　　　　　ターンバックル
１Ｗ６－２ ８－１ Ａタイプ （φ≦　　　Ｈ）０．１ Ｂタイプ （　　　Ｈ＜φ≦　　　Ｈ）０．１ ０．２

１２ ＷＷ１－５ スカーラップの開先加工 ノンスカーラップの開先加工・ＷＰ　　　　　　　　ウェブプレートＬ ・Ｗ　　　　　　　　　溶接記号（§４参照） パネルゾーン柱 ２φかつ１００＋φＰ梁ＦＬの１サイズＵＰ
梁 通 し 貫 通 補 強柱鋼管厚と同厚以上

・スカーラップを設ける場合、スカーラップの円弧の ・スカーラップを設けない形状の場合、図の 折り曲げ加工
φ １Ｗ又は溶接加工 φ§　３　　ボルト接合 　曲線は、フランジに滑らかに接するように加工する。 　いずれかによるものとする。

１Ｗ
２ ３ ４Ｗ　、Ｗ　ｏｒＷ ３φＨ Ｈ　γ１は３５㎜程度、γ２は１０㎜程度とする。

２ ３ ４ボルトの所要長さ Ｗ　、Ｗ　ｏｒＷ
１Ｗ３φ以上　なお複合円は滑らかに仕上げること。 梁現場継手位置３－１

締付け長さに加える長さ ・突き合わせ溶接部以外のスカーラップはγ＝２５程度とする。 １，５００前後以下ねじの呼びＨ Ｔ Ｂ Ｐ厚さはＷＰ厚さの０．５以上（片面）Ｌ Ｌ
Ｆ１０Ｔ Ｓ１０Ｔ １０ ｂ ｂ

ｃＴｆ締付け長さ 設計図首 Ｐ梁ＦＬ１Ｗ（注） Ｃタイプ （　　　Ｈ＜φ≦　　　Ｈ）０．２ ０．３ Ｄタイプ （　　　Ｈ＜φ≦　　　Ｈ）０．３ ０．４ロ ロによる下 ４）　開先形状１６Ｍ ３０ｍｍ ２５ｍｍ ２ ３ ４Ｗ　、Ｗ　ｏｒＷ長 座金厚さ ２φかつ１００＋φ ２φかつ１００＋φ
２さ

２０Ｍ ３５ｍｍ ３０ｍｍ Ｔｄ Ｔｆ Ｔｄナット高さ
寸 法 ２

１直交梁 Ｗ１Ｗ１余長 記 号 形 状 適用板厚 Ｗ 上ダイヤフラム２２Ｍ ４０ｍｍ ３５ｍｍ ６－３
１Ｗ（ねじ山３以上） 手溶接 半自動溶接 梁ＦＬの２サイズＵＰＰＰＬＬＷ

１Ｗ φ φ３φ Ｈ Ｈ
３０以上２４Ｍ ４５ｍｍ ４０ｍｍ 雑 仕 様２ ２ １＋ ＋ Ｗ １２ ＷＷｇ ７ ６２ ２－ － ３～４

１
０
０
以
上

Ｔｄ ＴｄＴｆＰ梁ＦＬ
３～４６＜ｔ≦１２裏当て ２ ２γ 継手リストによる（ａ）特記以外は全てＦ１０Ｔ又はＳ１０Ｔ（特殊高力ボルト、右図）とする。　 １

Ｐ厚さはＷＰ厚さの同厚以上（両面）Ｌ ＬＰ厚さはＷＰ厚さの０．５以上（両面）Ｌ Ｌ
１α ≧３ 内ダイヤフラム

（ｂ）本締めに使用するボルトと、仮締めボルトの併用はしてはならない。
１ ≧　　°４５ ≧　　°４５α２Ｗ イ ３０以上 下ダイヤフラム

ｔ Ｅタイプ （　　　Ｈ＜φ≦　　　Ｈ）０．４ ０．５ Ｆタイプγ 梁ＦＬの２サイズＵＰＰ（ｃ）ボルトの接合面の処理は締付け摩擦面の母材においては平グラインダー掛け、スプライスプレート 　ＭＣ－ＢＬ－Ｂ１ ２ ２＋ ＋
ｇ ９ ７２ ２　ＧＣ－ＢＬ－Ｂ１ － － ロ寸法 ≒３０以上９ 鋼管スリーブを用いた場合の補強プレートは３ ４Ｗ　ｏｒＷＰハンチ部ＦＬ折曲げ規定　　　においてはショット掛けを行ない、黒皮を除去して一様に赤さびを生じさせる。又、締付けは一次

ｇ １２ｔ≦　　の場合 Ｔｄ≦２５　の場合　２５　かつ　ｃＴｆ（勾配が１／３をこえる場合は補強 　　　　　　　　　　Ｂタイプ　　　不要１２＜ｔ≦４０以上１９ ２ ２γ）は　以上（ ６　　　締付け後マーキングを入れて本締めをする。 １Ｗ　プレート（点線）を入れる） Ｔｄ＞２５　の場合　３０　かつ　ｃＴｆ 　　　　　　　　　　Ｃタイプ　　　片面
２Ｐ（設計図による）Ｌ

１１ ≧　　°３５ ≧　　°３５ Ｗα 　　　　　　　　　　Ｄタイプ　　　片面　ｐ
１ｅ１ｅ ｐ ｐ ｐ ｂ ｂ ｂ ｂ φ Ｈロ２ ３＋ ＋ ３ ４Ｗ　ｏｒＷｇ ０ ０裏はつり ０ ０－ －３－２ 鋼管（ｔ≧ｔｗ／２）

１α ４５°以上
２ ３ ４Ｗ　、Ｗ　ｏｒＷ２ ２γ３Ｗ２ ２ｅ ｅＨＴＢのピッチ ６＜ｔ≦１９ｔ　ＭＣ－ＢＬ－２ γ 継手ガス抜穴２０φ

１ ≧　　°４５ ≧　　°４５ Ｈ／４α　ＧＣ－ＢＬ－２
ＨＴＢ継手

・特記なき限り補強方法は上図によるが、孔径（φ）はｇ 設
計
図
に
よ
る

柱現場継手位置
１０ 　０．５Ｈ以下とし、そのピッチは３．０φ以上とする。

２ ３＋ ＋ ・貫通孔を設ける範囲は右図の　　　　部分を原則とする。ｇ Ｈ／４０ ０呼　び　径 ０ ０Ｍ １６ Ｍ ２０ Ｍ ２２ Ｍ ２４ － － ｌ
裏はつり γ以上２ ２ ８－２（ｔ－γ） （ｔ－γ）１１ ｄ孔　　　径 α１８ ２２ ２４ ２６ ３ ３ 継手リストによる ダイヤフラム

１ｄ
１，０００前後 デッキプレート アークスポット溶接又は隅肉溶接　＠≒６００２ ２γ４標 準 ｂ ｂ断面Ｗ －６０ ６０ ６０ ７０ γ ｔ １９＜ｔ≦４０ デッキプレート受け　ピッチ ｐ 　ＭＣ－ＢＫ－２ １ １ 内ダイヤフラム２ ＦＢ－７５ｘ６ｄ （ｔ－γ） （ｔ－γ）２ｄ　ＧＣ－ＢＫ－２ ２ ３ ４最 小 Ｗ　、Ｗ　ｏｒＷ４０ ５０ ５５ ６０ ３ ３

ｇ
Ｐ梁ＦＬの１サイズＵＰ２α ５０ｔ

１ １ ≧　　°４５ ≧　　°４５ｅ αは し あ き ４０ ４０（５０） ４０（５５） ５０（６０）

１１ Ｗ６－４ Ｗ ２（注）２ ２ ≧　　°６０ ≧　　°６０ｅ Ｗαへ り あ き ２５ ３０ ３５ ４０
２ ３ ４Ｗ　、Ｗ　ｏｒＷ

直交梁用水平スチフナー柱 通 し ａ ａｇ 断面－裏当て ５ ±１ ｔ ±１・（　）内はボルトが応力方向に３本以上並ばない場合を示す。 ２Ｗ
２ ３ ４Ｗ　、Ｗ　ｏｒＷ ａ ａ１Ｗ

２ｅ ５手作業によるガス切断を行なう場合はへりあき　　は上表の数値＋５とする。 Ｗ
ｔ ・　合成スラブの場合はメーカー仕様による。ｔ ≦ ６ １

０
０
以
上

　ＭＣ－ＢＩ－Ｂ１ ８－３　ＧＣ－ＢＩ－Ｂ１ＢＢ３－３ ｇ ２ ３ ４Ｗ　、Ｗ　ｏｒＷＦＢ－４．５×１９ Ｐ梁ＦＬの１サイズＵＰ ２ ２ａ ｐ１ ｅ ｅ１Ｐ ＰＢ スタッドジベルｇ ｇ ｇ ｈ≧４．０ｄｇ２ １ ２ ３

形鋼のゲージ
ｇｇ １ １ ７．５ｄ　≦ｐ１≦３００１ ２ ａ ａ

ＭＣ　…　は手溶接　　　　ＧＣ　…　は半自動溶接の記号を示す。 ｄ ｄｈ
２ ３ ４Ｗ　、Ｗ　ｏｒＷ ｐ２≧５．０ｄ

Ａ ｔｇ１Ａ 柱溶接後切断 ａ１≧４０
Ｌ（Ｐ－　　　）

２ａアークスタッド溶接
２Ｗ ａ２≧１００

建方用ボルト１　外観及び表面欠陥の検査は原則として目視により全ての溶接線に対して行うこと。４－３
ｅ≧４０（　　Ｍ　　）

１ ２ １ ２ ３ｇ ｇ ｇ ｇ ｇＡｏｒＢ 最大軸径 Ｂ 最大軸径 Ｂ 最大軸径
２Ｗ２　柱、梁のフランジ突き合わせ溶接部の内部欠陥の検査は原則として超音波探傷試験による。溶接部の検査 ｄ≦２．５ｔ

ｃ ｃ５０ ３０ １６ ６０ １６ ５０ ３０ １６＊＊ ＊＊ ＊＊ ｈ，ｐ１，ｐ２は設計図書による。１００ ６－５３　検査規準及び合否判定は日本建築学会編「鋼構造建築接合部の超音波探傷検査基準」による。
ｇ柱ＦＬ現場溶接継手Ｐｇ

４　工場溶接に対し第三者機関による検査箇所数は下表による（但し社内検査は１００％行うこと）。６０ ３５ １６ ７５ １６ ６５ ３５ ２０１２５ 現場溶接継手
§４－２ ８－４ Ａタイプ　（軽微なＲＣ壁の場合） Ｂタイプ Ｃタイプ　（ブロック壁の場合）
による ウェブは継手リストによる６５ ３５ ２０ ９０ ２２ ７０ ４０ ２０１５０

検 査 段 階 １ ２ ３ 壁 筋 の 溶 接２Ｐ－Ｌ
サイズ０．５ｄ７０ ４０ ２０ ２２ ７５ ４０ ２２１７５ １０５

検 査 箇 所 数 ３ ０ ％ 以 上 ６ ０ ％ 以 上 １ ０ ０ ％ ５０
２Ｗ

１Ｗ ５ｄ ５ｄｌ＝５０
７５ ４０ ２２ ２４ ８０ ４５ ２２２００ １２０

第 １ 節 ス タ ー ト Ｐ＝鉄筋間隔
１Ｗ

１５ｇ
８０ ４５ ２２ ２４ ９０ ５０ ２４２５０ １５０ ６５ ５ｄ第 ２ 節 ５０

梁ＦＬ現場溶接継手Ｐ アーク
９０ ５０ ２４ ４０ ２４ ５５ ２４ スタッド溶接＊３００ １５０ １００

第 ３ 節 以 下 、 上 記 の 方 法 を 繰 り 返 す こ と 。 ｄ

ＦＢ－６５ｘ６Ｄ１３以下５５ ２４ ７０ ２４１００ ３５０ １４０

不合格率　　５％　未満の場合
ウェブは継手リストによる５０ ３５ ２４ ９０ ２４１２５ ４００ １４０

ｃ ｃ断面－

不合格率　　５％　以上の場合５０ ４０ ２４１３０
＊Ｂ＝３００ は千鳥打ちとする。 下向き溶接とする ・パネルゾーン及びダイヤフラムの材質は、特記

５５ ５５ ２４１５０ 　なき限り、接続する柱及び梁と同材質とする。＊＊印の欄のｇおよび最大軸径の値は強度上支障がないとき
５　現場溶接の場合は第三者機関による検査を１００％　行う。 　又、接続する柱及び梁の材質の異なる場合は、

６０ ７０ ２４１７５
最小縁端距離の規定にかかわらず用いることができる。 ・現場溶接を行なう場合は係員の承認を得ること。 　強度及び材質共大きい方の材料とする。６　不合格と判定された溶接部は全て補正をすること。

６０ ９０ ２４２００ 柱角形鋼管の場合柱Ｈ形鋼の場合

構造設計担当者

1級建築士事務所　岡山県知事登録第14225号

(株)倉敷構造設計室

一級建築士第243674号　木村誠司

※構造図の作成者は木村誠司であり,原川伸治は関与していません。
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Ｈ Ｒ 建 築 事 務 所 一級建築士 第323310号
S 07title

no.

ＨＲ ＡＲＣＨＩＴＥＣＴ ＯＦＦＩＣＥ
一級建築士事務所　山口県登録Ｃ第2804号

原川　伸治 A-3：50%縮小

道の駅きくがわリニューアル建築主体工事

QLデッキ仕様書

N/S 

構造設計担当者

1級建築士事務所　岡山県知事登録第14225号

(株)倉敷構造設計室

一級建築士第243674号　木村誠司

※構造図の作成者は木村誠司であり,原川伸治は関与していません。

S造・施工時のスパンの取り方

 建物外回り ＱＬデッキスパン方向  左図円部詳細ａ部 ａ部耐火仕様①
クローサー

図中※１は、梁に１、２または３時間の耐火性能が要求される場合のみ適用。　※２はＱＬデッキ耐火認定を適用する場合に必要。 釘普通コンクリート
釘　　※３ 溶接方法等は別途検討が必要。（合成スラブ工業会Ｑ＆Ａ参照）　　　合成スラブ工業会仕様 鉄骨(S)梁 鉄筋コンクリート(RC)梁･鉄骨鉄筋コンクリート(SRC)梁

３０ ３０
Ｄ ＦＱＬデッキ合成スラブの設計・施工は、(社)日本建築学会「各種合成構造設計指針・同解説」「鉄骨工事技術指針」「建築工事標準仕様書・同解説 JASS5鉄筋コンクリート工事及びJASS6鉄骨工事」、 ＱＬデッキ柱 ＱＬデッキ

梁型枠３０ 梁にのみ込み３０ｍｍ(一社)日本鋼構造協会「デッキプレート床構造設計・施工規準　2018」、合成スラブ工業会「合成スラブの設計・施工マニュアル」、ＱＬデッキ設計マニュアル・同施工マニュアルによる。 ｄ
ＥＡ 釘※2１５０

耐火補強筋
２スパン                               ２スパン １スパン           １スパン            １スパン           １スパン

ａＢ ＲＣ梁またはＳＲＣ梁

小
梁

支  持  梁  ：鉄骨(S)梁 及び 大梁：鉄筋コンクリート(RC)梁又は鉄骨鉄筋コンクリート(SRC)梁、小梁：鉄骨(S)梁 クローサーｂ
2コンクリート：設計基準強度１８Ｎ/mm 以上の普通コンクリート、及び、軽量コンクリート（１種･２種）

大
梁

溶接金網又は異形鉄筋  内部大梁、小梁 ＱＬデッキスパン方向  建物外回り ＱＬデッキ幅方向ｃ部ｂ部開口部 開口部２スパン                     １スパン耐 火 時 間      コンクリート種類    　品　　名　   支持スパン  コンクリート厚さ                            許容積載荷重 外
周

部
大

梁

大
梁

（Ｄ１０－＠２００） 小
梁

溶接金網または異形鉄筋Ｈ １スパン 普通コンクリート 梁に定着ＱＬ９９－５０ ３.０ｍ 以下 算出式 注５)Ａ 参照 溶接金網又は異形鉄筋８０ｍｍ 以上 φ６－１５０x１５０ 普通コンクリート普通コンクリート ３.４ｍ 以下 算出式 注５)Ｂ 参照 ｃＣ
床、１時間耐火 ＱＬ９９－７５ 2４,４００N/m 以下３.６ｍ 以下 ９０ｍｍ 以上 φ６－１００x１００ 注2) Ｇ外周部大梁 大梁FP060FL-9095 ｅ

ＱＬ９９－５０ ３.０ｍ 以下 算出式 注５)Ａ 参照 ４
０

※2軽量コンクリート ８０ｍｍ 以上 φ６－１５０x１５０
※2耐火補強筋 １０ＱＬ９９－７５ ３.４ｍ 以下 算出式 注５)Ｂ 参照 ３０ ３０ 耐火補強筋ＱＬデッキ

 外周梁 ＱＬデッキスパン方向１  外周梁 ＱＬデッキスパン方向２  外周梁 ＱＬデッキ幅方向  ＱＬデッキを突き合わせた場合Ａ部 Ａ部 Ｃ部 Ｂ部ＱＬ９９－５０ ２.７ｍ 以下 ９５ｍｍ 以上 算出式 注５)Ａ 参照
ＱＬデッキφ６－１００x１００

普通コンクリート 溶接金網３.４ｍ 以下 ９０ｍｍ 以上 算出式 注５)Ｂ 参照 溶接金網又は異形鉄筋 壁ＱＬ９９－７５ ＲＣ梁またはＳＲＣ梁2 又は異形鉄筋Ｄ１０＠２００以下壁 溶接金網又は異形鉄筋床、２時間耐火 ＲＣ梁又はＳＲＣ梁５,４００N/m 以下３.６ｍ 以下 ９５ｍｍ 以上 Ｄ１０－＠２００ 注2) 焼抜き栓溶接、頭付きスタッド
コンクリート コンクリートクローサー 又は打込み鋲FP120FL-9107 ２.７ｍ 以下ＱＬ９９－５０ 算出式 注５)Ａ 参照

８５ｍｍ 以上 φ６－１００x１００  ブラケット支持 建物内部大梁 ＱＬデッキ幅方向 ｃ部ｄ部軽量コンクリート 算出式 注５)Ｂ 参照３.４ｍ 以下
ＱＬ９９－７５ 2 アークスポット溶接 又は注2)３.６ｍ 以下 ９０ｍｍ 以上 Ｄ１０－＠２００ ５,４００N/m 以下 すみ肉溶接又はドリルねじ 打込み鋲 ＠６００以下

φ４－１３　＠６００以下
ワイヤーメッシュ（φ６－１５０×１５０またはφ６－１００×１００） 溶接金網又は異形鉄筋※1ＱＬデッキ ＱＬデッキまたは異形鉄筋（Ｄ１０以上、＠２００以下）　（床全面敷設） （梁に定着）※1※1 ５０ｍｍ以上 梁耐火被覆普通又は軽量コンクリート

※1梁耐火被覆端部補強筋Ｄ１３、長さ１.０ｍ 梁耐火被覆
梁耐火被覆 焼抜き栓溶接、頭付きスタッド焼抜き栓溶接、頭付きスタッド 焼抜き栓溶接、頭付きスタッド３

０

コンクリート厚さ 又は打込み鋲 又は打込み鋲 １０※2ＱＬデッキ高さ ＱＬデッキ又は打込み鋲 １０ フラッシング耐火補強筋３０
ＱＬデッキ受け材ＱＬデッキ  ＱＬデッキを離した場合 ＱＬデッキを離した場合  ＱＬデッキを連続にした場合  梁との間に隙間がある場合Ｄ部 Ｄ部Ｂ･Ｈ部 Ｂ部焼抜き栓溶接、打込み鋲８５０１５０ ５０ＱＬデッキ（めっきまたは防錆処理） ３０ｍｍ以上又は頭付きスタッド コンクリート耐火認定適用の場合は「耐火仕様の配筋」参照Ｓ梁 焼抜き栓溶接、頭付きスタッドスパン スパン ＲＣ梁またはＳＲＣ梁ＲＣ梁又はＳＲＣ梁 ※1 溶接金網又は異形鉄筋 ＳＲＣ梁又は打込み鋲梁耐火被覆用面戸ＱＬデッキ

クローサー
 柱廻り納まり  柱廻り（ａ－ａ断面）ｅ部 ｅ部

※2
2 すみ肉溶接又はドリルねじ耐火補強筋支  持  梁  ：鉄骨(S)梁　        コンクリート：設計基準強度１８Ｎ/mm 以上の普通コンクリート、及び、軽量コンクリート（１種･２種）

φ４－１３　＠６００以下耐火補強筋  ：Ｄ１３（デッキプレート各溝＠３００）
３０ｍｍのみ込み

QLデッキ切断、柱へののみ込みなし溶接金網又は異形鉄筋 200ｍｍ以下※1※1耐 火 時 間      コンクリート種類    　品　　名　   支持スパン  コンクリート厚さ                            許容積載荷重
ＱＬデッキ（Ｄ１０－＠２００） 梁幅ＱＬデッキ 梁耐火被覆梁耐火被覆 50ｍｍ以上５０ｍｍ以上

※1すみ肉溶接ＱＬ９９－５０ ２.７ｍ 以下 算出式 注５)Ａ 参照
梁耐火被覆焼抜き栓溶接、頭付きスタッド普通コンクリート 焼抜き栓溶接、頭付きスタッド 又はドリルねじ焼抜き栓溶接、頭付きスタッド床、１時間耐火 算出式 注５)Ｂ 参照ＱＬ９９－７５ ３.４ｍ 以下 ａ ａ又は打込み鋲 φ４－１３　＠６００以下又は打込み鋲 又は打込み鋲φ６－１５０x１５０８０ｍｍ 以上 フラッシングFP060FL-9101 ＱＬ９９－５０ ２.７ｍ 以下 算出式 注５)Ａ 参照

軽量コンクリート
ＱＬ９９－７５ ３.４ｍ 以下 算出式 注５)Ｂ 参照  梁継手部 ＱＬデッキスパン方向  梁継手部 ＱＬデッキ幅方向  柱廻り  小口塞ぎＥ部 Ｆ部 Ｇ部 QLデッキ端部

１０ｍｍ以上 柱型枠ＱＬデッキ梁幅焼抜き栓溶接、頭付きスタッドＱＬ９９－５０ ２.７ｍ 以下 ９５ｍｍ 以上 算出式 注５)Ａ 参照 コンクリート止め 木材等焼抜き栓溶接又は打込み鋲 梁 又は打込み鋲（フラッシング）現場切断普通コンクリート QLデッキ柱廻り切り欠き柱へののみ込みなしこの部分の小口は塞がない！床、２時間耐火 ＱＬ９９－７５ ３.４ｍ 以下 ９０ｍｍ 以上 算出式 注５)Ｂ 参照
φ６－１００x１００ 現場切断（ＱＬデッキ）

柱FP120FL-9113 ＱＬ９９－５０ ２.７ｍ 以下 算出式 注５)Ａ 参照
C)開口が連続している場合軽量コンクリート ８５ｍｍ 以上

ＱＬ９９－７５ ３.４ｍ 以下 算出式 注５)Ｂ 参照
連続する開口の開口群(仮想開口)と１）開口がφ１５０程度の場合

2 見なし、その開口部の大きさにより、支持梁：鉄筋コンクリート(RC)梁又は鉄骨鉄筋コンクリート(SRC)梁の場合　　コンクリート：設計基準強度１８Ｎ/mm 以上の普通コンクリート   A)開口間隔≧３×開口径 B)開口間隔＜３×開口径 2)又は3)に準じて補強を行う耐火補強筋：Ｄ１３（デッキプレート各溝＠３００）
開口補強筋Ｄ１３ 仮想開口※3溶接金網又は異形鉄筋耐 火 時 間     コンクリート種類    　品　　名　   支持スパン  コンクリート厚さ                            許容積載荷重

※1 クローサークローサー（Ｄ１０－＠２００） すみ肉溶接又はドリルねじ
梁耐火被覆 ＱＬデッキ受材φ４－１３　＠６００以下QLデッキ受材ＦＢ６５×６等ＱＬ９９－５０ ２.７ｍ 以下 算出式 注５)Ａ 参照床、１時間耐火

φ６－１５０x１５０普通コンクリート ８０ｍｍ 以上 (APWの場合 ＦＢ６５×９等) 柱廻りＱＬデッキ切欠き焼抜き栓溶接又は打込み鋲FP060FL-9101 ＱＬ９９－７５ ３.４ｍ 以下 算出式 注５)Ｂ 参照 Ｌ

ＱＬ９９－５０ ２.７ｍ 以下 ９５ｍｍ 以上 算出式 注５)Ａ 参照床、２時間耐火 開口補強筋Ｄ１０ 開口補強筋Ｄ１０・ＱＬデッキが単純支持となる場合、耐火補強筋を配筋する。配筋はＪＡＳＳ５鉄筋コンクリート工事による。普通コンクリート φ６－１００x１００
耐力補強筋 ２）に準ずFP120FL-9113 ＱＬ９９－７５ ３.４ｍ 以下 ９０ｍｍ 以上 算出式 注５)Ｂ 参照 ・耐火補強筋・端部補強筋が必要な場合、ＱＬデッキの各溝中央部にかぶり４０ｍｍで配筋する。

コンクリート表面よりのかぶり厚さが３０ｍｍ ・耐火補強筋、端部補強筋共、梁へ１５０ｍｍ以上定着させる。梁上で定着が１５０ｍｍとれない場合は、 ｗ２）ｗ:600mm以下  Ｌ:900mm程度以下ワイヤーメッシュ（φ６－１５０×１５０またはφ６－１００×１００）
　Ｌ型に曲げて１５０ｍｍ以上を確保する。普通又は軽量コンクリート になるようレベル保持し、全面に配筋する。または異形鉄筋（Ｄ１０以上、＠２００以下）　（床全面敷設） Ｍ開口補強筋Ｄ１０ 耐力補強筋ａt＝耐火補強筋 Ｄ１３普通コンクリート ｗ ｆt･ｊＡ）大梁小梁共にＳ造の場合 Ｂ）大梁小梁共にＲＣ又はＳＲＣ造の場合

溶接金網 Ｍ：開口によって生じる隣接スラブの増加曲げモーメント３
０

３
０

３
０

コンクリート厚さコンクリート厚さ Ｌ1 ＱＬデッキが単純支持となる場合、 ＱＬデッキは単純支持、耐火補強筋が必要。
開口部ＱＬデッキ高さＱＬデッキ高さ ａd又はａtの大きい方３

０

耐火補強筋が必要。４
０

耐火補強筋 Ｄ１３ 2１５０ １５０ 耐火補強筋ａd＝１.２７×(１＋ｎ／２)ｃｍ（単純支持）ＱＬデッキ(単純支持)３０ ３０ ＱＬデッキ １５０ｍｍ以上耐火補強筋 Ｄ１３ 2ＱＬデッキ 耐力補強筋ａt＝Ｍ／(ｆt×ｊ)ｃｍ５０ 耐火補強筋Ｄ１３耐火補強筋 Ｄ１３ ｎ：FP060FL-9101、FP120FL-9113の耐火仕様でＱＬデッキ（めっきまたは防錆処理） Ｓ梁 焼抜き栓溶接、打込み鋲ＲＣ梁又はＳＲＣ梁
　　要求されるＤ１３耐火補強筋が切断された又は頭付きスタッド
　　場合の切断された耐火補強筋の本数横筋 ＲＣ梁、ＳＲＣ梁ＱＬデッキ １５０ＱＬデッキスパン                      スパン注１）スパンとは鉄骨梁の場合デッキプレートを支持する梁の中心間距離、鉄筋コンクリート梁の場合梁内法寸法をいう。 ｗ(単純支持) ３）ｗ＞600mmの場合溶接金網の重ね代Ｌ1:1メッシュと５０ｍｍ以上 小梁補強連続支持 単純支持注２）スパンが３.４ｍを超える場合は、合成スラブと梁とは頭付きスタッド（軸径１６ｍｍ以上、ピッチ３００ｍｍ以下）で結合する。

φ６-１５０×１５０は２００ｍｍ以上 合成スラブ コンクリート箱抜き合成スラブ注３）鉄骨梁の場合、梁との接合は焼抜き栓溶接、打込み鋲、または頭付きスタッドを用いる。 Ｃ）大梁がＲＣ又はＳＲＣ造、小梁がＳ造の場合φ６-１００×１００は１５０ｍｍ以上 ≧４０･Ｄ コンクリート硬化後注４）梁の耐火被覆  梁に１、２または３時間の耐火性能が要求される場合は、それらに応じ耐火被覆を施す。
ＱＬデッキが連続支持となる場合、ＲＣ又はＳＲＣ造の大梁部側では端部補強筋を配筋する。 開口部ＱＬデッキを切断耐火補強筋Ｄ１３注５）許容積載荷重Ｗ　算出式 Ｌ2 ｗ　：支持スパン（ｍ） 端部補強筋コンクリートのかぶり４０ｍｍ 開口１５０  ８５０ Ｌ８５０  １５０ＱＬデッキ(連続支持) Ｄ１３、長さ１.０ｍ３

０

部［Ａ］ＱＬ９９－５０                                   ［Ｂ］ＱＬ９９－７５ 溶接金網又は異形鉄筋
Ｌ２ 開口補強筋Ｄ１３２ 2２.７ 2 ３.４

Ｗ＝５,４００ｘ（　　　）　かつ９,８００ Ｎ/m　以下 Ｗ＝５,４００ｘ（　　　）　かつ９,８００ Ｎ/m　以下
８５０ＲＣ梁、ＳＲＣ梁              鉄骨梁 耐力補強筋 開口補強筋Ｄ１０１５０※許容積載荷重は、床にかかる全荷重(仕上げ荷重も含む)から床荷重(デッキプレートとコンクリートの自重)を差し引いた値を示します。 ＱＬデッキスパン                      スパン異形鉄筋Ｄ１０-＠２００以下 ４

０

(連続支持)付帯条件 スペーサー＠１.０ｍ以下
※ 異形鉄筋の重ね代Ｌ2：JASS 5による 連続支持合成スラブの場合、デッキプレートは２スパン以上にわたって連続的に小ばり等によって、ほぼ等間隔(スパン比３：２を超えない程度　) ※開口補強の詳細は、合成スラブ工業会発行「合成スラブの設計・施工マニュアル」※配筋のスペーサーはφ４．０ｍｍ以上鉄線またはセメントブロックを用いて間隔は１．０ｍ以下とする。例）Fc18 SD295の場合、４５Ｄ以上 （Ⅰ）合成スラブの設計　４．合成スラブの開口補強方法　を参照する。に支持されるものとする。 ※合成スラブ工業会発行「合成スラブの設計・施工マニュアル」参照

鉄骨梁の場合 ３）焼抜き栓溶接１）頭付きスタッド ２）打込み鋲 【焼抜き栓溶接（ＳＰＷ）及び自動焼抜き栓溶接（Ａ.Ｐ.Ｗ）】墨　出　し
 １）墨出し線に合わせて１枚目のデッキプレ 　　国土交通省告示第３２６号(平成14年4月16日制定)及び国土交通省告示第６０６号(平成19年6月20日改正)の　　施工は、JASS6「鉄骨工事」による。 　　施工は打込み鋲製造業者の施工要領による。 □事前検査
　　 ートを仮止め溶接した後、順次適当な枚 　　デッキプレートと梁とはアークスポット溶接等で接合する。 　　施工の仕様等については別途製造業者へご確認下さい。 　　第２接合ハ(4)焼抜き栓溶接に基づく下記仕様による。（梁フランジの表面処理条件；黒皮または一般錆止め塗装） ＳＰＷ：適正な溶接を行うため下記1)または2)の方法で電流値をチェックする。
 　　数(５～１０枚)ごとに仮止め溶接する。 　 　　日本ヒルティ(株) 　　合成スラブ工業会主催の「焼抜き栓溶接講習会」の受講が望ましい。 1) 検流計での計測敷込み仮止め溶接
 ２）各大梁上にデッキプレートの溝部が乗る 2) 溶接棒の消費長さによる確認　　　未使用の規定の溶接棒を用いて、アーク手溶接 ＣＯ2アークスポット溶接焼抜き栓溶接［ＳＰＷ］ 自動焼抜き栓溶接［Ａ.Ｐ.Ｗ］ 　　ように敷込む。 　　アーク長さを約３mmに保持し、１０mm程度の円を描いて１０秒間溶接

QLデッキと梁との接合 （１）溶接機 （１）一次側電源の必要容量：仮設電力の場合　１８ＫＶＡ以上　３相　２００Ｖ 　　した時の溶接棒の消費長さが４５～５３mmであること。
工　　程                 手　　順　・　要　　領１）頭付きスタッド 交流アーク溶接機 ＡＷ２５０Ａ以上　エンジン溶接機 ２３０Ａ以上 発電機の場合　　３５ＫＶＡ以上　３相　２００Ｖ Ａ.Ｐ.Ｗ：試し溶接を行って溶接径を確認する。 　　デッキプレート幅方向のかかり代は、

２）打込み鋲 QLデッキを梁になじませ(隙間２mm以下)溶接棒を （２）ワイヤの種類と直径　：ＹＧＷ　１１、１２　φ１.２ｍｍ（２）溶接棒 　　５０ｍｍ以上あることを確認する。 □溶接後の外観検査１    アーク発生３）焼抜き栓溶接 QLデッキに垂直にしてアークを発生させる。JIS Z 3211のE4316、E4916 に定める低水素系被覆アーク溶接棒で （３）標準溶接条件：下表　　（頭付きスタッドの場合は３０ｍｍ以上） 1) 溶接箇所の確認　　2) 焼き切れ、余盛り不足の有無
棒径４mmφのもの 溶接棒を若干引き上げてアークを飛ばし、 ３）デッキプレート長手方向の大梁のかかり 3) 標準余盛り径　SPW；18mm以上　A.P.W；25mm±3QLデッキ板厚 梁フランジ板厚 電流（Ａ） 電圧（Ｖ） アークタイム（秒）２  QLデッキ焼抜き（３）標準溶接条件 径10mm弱で"の"の字を描いてQLデッキを焼抜く。 　　代は、５０ｍｍ以上あることを確認する。 □不良部の補修溶接金網敷込み ３.０～４.０×１度打ち６～９ｍｍ未満 ３００～３２０ ３３～３５梁フランジ板厚：６mm以上 １.２ｍｍ ＳＰＷ　の場合：スラグ除去後、梁にデッキプレートを密着させて再溶接する。溶接棒を梁上まで押し込み、焼抜きの内側を ３.０～４.０×２度打ち９ｍｍ以上 ３００～３２０ ３３～３５ＲＣ梁またはＳＲＣ梁の場合 ３  押し込み・溶着溶 接 電 流　 ：１９０～２３０Ａ(標準２１０Ａ) 　　　　　　　　不具合箇所に溶着金属を流し込む要領で補修。なぞるように円中央へ２～３回転しながら運棒。

（４）溶接工の資格 ３.５～４.５×１度打ち １）デッキプレートは梁型枠に釘止めする。 ６～９ｍｍ未満 ３４～３６３００～３２０検　　査 Ａ.Ｐ.Ｗの場合：重ね溶接して補修する。１.６ｍｍ溶着金属を整え、中央部でそっと溶接棒を引きJIS Z 3801、JIS Z 3841 における基本級の有資格者 ２）デッキプレートの梁型枠へののみ込み代 ４.０～４.５×２度打ち９ｍｍ以上 ３４～３６３００～３２０４     整　　形 【そ　の　他】上げる。スラグを除去して仕上がりを確認。 　　が幅方向１０ｍｍ以上、長手方向が３０ （５）手順・要領 注１.デッキプレート　板厚１.２、１.６ｍｍ　表面条件：Ｚ１２、Ｚ２７、裏面塗装 (1)ＱＬデッキ相互の嵌合状況　(2)ひび割れ拡大防止筋の敷込み状況　(3)開口部の補強状況コンクリート打設  　　ｍｍあることを確認する｡ 溶接時間の目安；電流値２１０Ａ(標準)の場合８秒程度右の１～４の順に行う。 　２.ＣＯ2ガス流量：２０㍑／分以上

デッキプレートと梁の納まり〔RC･SRC梁〕
標　　準　　納　　ま　　り

耐　火　仕　様
【連続支持合成スラブ】

設　　　　　　計

デッキプレートと梁の納まり〔S梁〕

【単純支持合成スラブ】

開口部補強案

スラブの配筋 耐火仕様の配筋

デ ッ キ プ レ ー ト と 梁 と の 接 合施工順序 敷　込　み 検　　　　査

施
　

　
　

　
工

[耐火認定FP60FL-9095,9101,FP120FL-9107,9113用]

［ISO 9001認証取得］材料／デッキプレート

表　面　処　理デッキプレート種類 板厚(mm)

端部加工

□ｴﾝｸﾛ有り
*1□裏面防錆処理(一次塗装) ＱＬプライマー(P)□ＱＬ９９-７５ □無し

□亜鉛めっき [ □Z12　 □Z27 ]

□JFEｴｺｶﾞﾙ(高耐食溶融めっき鋼板) [ □Y18   □Y27 ]□1.6

 　材　　質　　　ＪＩＳ Ｇ ３３５２に定めるＳＤＰ１Ｔ、ＳＤＰ２、ＳＤＰ２Ｇ　
*1 現場搬入までの一次防錆（ＪＩＳ Ｋ ５６２１ ２種または３種相当）

材料／コンクリート
 種  　　　     類  □軽量コンクリート[ □１種   □２種 ]

2 設 計 基 準 強 度

 厚さ(QLデッキ山上) □６０ □８５ □９０ □９５ □１００ □（　　　）ｍｍ

材料／溶接金網・異形鉄筋

□φ６-７５×７５
 ＪＩＳ Ｇ ３５５１ *2□φ６-１００×１００ □（　　　　　　　　　　）

□Ｄ１０-１５０×１５０
 ＪＩＳ Ｇ ３１１２、３１１７ □ 異 形 鉄 筋

□Ｄ１０-２００×２００ □（　　　　　　　　　　）

 ＪＩＳ Ｇ ３１１２、３１１７ 　Ｄ１３-＠３００

*2 線形6㎜以上を用いたもの
接　　　合

JIS B 1198 □φ１３ □φ１６ □φ１９ □φ２２
□頭付きスタッド *3（各長さ・ピッチは特記による　）

梁 と の 接 合 下記焼抜き栓溶接の項による

□打込み鋲 接合箇所は特記による

□その他
*3 最小長さはデッキ高さ＋30㎜以上とする

耐　　　火

ﾃﾞｯｷﾌﾟﾚｰﾄ 耐火区分 支持条件 ｺﾝｸﾘｰﾄ種別 耐火補強筋 認定番号

単純 要 □ＦＰ０６０ＦＬ－９１０１
床１時間

QL99-50 連続 不要 □ＦＰ０６０ＦＬ－９０９５
普通/軽量

QL99-75 単純 要 □ＦＰ１２０ＦＬ－９１１３
床２時間

連続 不要 □ＦＰ１２０ＦＬ－９１０７
注）床２時間は床１時間耐火を含む

 □（　　　　　　　　　　　　　　） □（　　　　　　　　　　　　　　）その他

特　　　記
支 保 工 有 無  その他：

上欄内の採用項目に ﾚ を記して下さい。□

 　 耐火補強筋

ＱＬデッキ合成スラブ設計・施工標準

■ＱＬ９９-５０

□その他(　　　　　　　　　　　　　)　■無し

■1.2

 ■普通コンクリート

 □１８　　　■２１　　　□２４　　　□（　　　）Ｎ／ｍｍ

■φ６-１５０×１５０

■焼抜き栓溶接

 ■指定なし

 ■ 無    □ 有 

 ■ 溶 接 金 網

ＱＬ９９-５０ ＱＬ９９-７５
大梁上 大梁上

小梁上(リップ部分はメスリップ側を溶接） 小梁上(リップ部分はメスリップ側を溶接）

「ＱＬデッキ設計マニュアル」に基づいて決定する。
１.５ＱaＡw ＝　　　　　　×１０００ｍｍ かつ６００ｍｍ 以下

DＱ
Ｑa：焼抜き栓溶接１個当たりの長期許容せん断力（Ｎ） 焼抜き栓溶接 Ａw
Ｑ ：設計最大せん断力(Ｎ/m)D

板厚　　 　　　　Ｑa (Ｎ)Ａw：焼抜き栓溶接ピッチ
１.２　  　　　４,９００
１.６　７,３５０(SPW)、６,８６０(A.P.W)Ａw ＝（　　　　）mm

（注）接合に頭付きスタッドを用いる場合、焼抜き栓溶接は不要 大梁

焼抜き栓溶接
デッキプレート幅方向

デッキプレートスパン方向

600

フラッシング ハンガー金具
（ＱＬデッキ割付の幅調整に用いる） （ＱＬデッキ下溝を利用する天井インサート用金具）

13
.5

Ｗ（１００～２５０） ２５

４
０

クローサー
（ＱＬデッキの小口ふさぎに用いる）

２
８

１８５

アクセサリー

施工時許容スパン表（デッキプレートの検討）

注１：普通コンクリート（単位体積重量24.0kN/㎡）、

表面処理が亜鉛めっきの場合

注２：（）数値は表面処理がめっきなしまたは塗装品の許容スパンを示す。

注３：表を超える場合は、別途支保工が必要です。

【単純支持】

スパン

【連続支持】

スパン スパン

その他の納まり・参考例等については、ＱＬデッキ施工マニュアルまたは別途『納まり図』(技術資料CADデータ収録)を参照下さい。

２０２１／７／０１

ｺﾝｸﾘｰﾄ厚(mm) 100100 60 70 80 9060 70 80 90ｺﾝｸﾘｰﾄ厚(mm)
板厚(mm) 板厚(mm)1.6 1.6 1.6 1.6 1.6 1.6 1.6 1.6 1.6 1.61.2 1.2 1.2 1.2 1.2 1.2 1.2 1.2 1.2 1.2

支
持

条
件

支
持

条
件

3.372.54 3.61 3.55 3.48 3.422.75 2.69 2.64 2.59 3.072.33 3.31 3.24 3.18 3.132.52 2.47 2.42 2.37 単純(内法)単純(内法)
(3.37)(2.54) (3.61) (3.55) (3.48) (3.42)(2.75) (2.69) (2.64) (2.59) (3.07)(2.33) (3.31) (3.24) (3.18) (3.13)(2.52) (2.47) (2.42) (2.37)

4.073.41 4.30 4.24 4.18 4.133.67 3.61 3.54 3.47 3.733.12 4.02 3.96 3.91 3.833.38 3.31 3.24 3.18 ２連続２連続
(4.07)(3.41) (4.30) (4.24) (4.18) (4.13)(3.67) (3.61) (3.54) (3.47) (3.49)(3.07) (3.89) (3.78) (3.67) (3.58)(3.38) (3.31) (3.24) (3.15)

3.833.15 4.05 3.99 3.93 3.883.40 3.33 3.26 3.20 3.582.88 3.78 3.73 3.68 3.633.12 3.05 2.99 2.93 ３連続３連続
(3.83)(3.15) (4.05) (3.99) (3.93) (3.88)(3.40) (3.33) (3.26) (3.20) (3.58)(2.88) (3.78) (3.73) (3.68) (3.63)(3.12) (3.05) (2.99) (2.93)

(単位：ｍ) (単位：ｍ)QL99-75QL99-50

□７０ ■８０
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Ｈ Ｒ 建 築 事 務 所 一級建築士 第323310号
S 08title

no.

ＨＲ ＡＲＣＨＩＴＥＣＴ ＯＦＦＩＣＥ
一級建築士事務所　山口県登録Ｃ第2804号

原川　伸治 A-3：50%縮小

道の駅きくがわリニューアル建築主体工事

ウルトラコラム工法 特記仕様書

N/S 

XL: 合格判定値

　採取し、強度をその箇所の強度とする。

/水　固化材比

固化材添加量

＜5＞固化材液の配合

止翼(十字型)を装着した攪拌装置を用いて、原地盤を機械的に混合攪拌し、

・本地業は、本特記仕様書によるほか、

§3.一般事項

能認証委員会」にて証明された技術性能証明取得工法とする。

本工事工法は、攪拌能力・攪拌径・品質(変動係数)に対して「建築技術性

§2.特記事項

固化材の化学反応により所要の強度を持つ改良体を築造する工法である。

のセメント系固化材を地中に注入しながら、ウルトラコラム専用共回り防

本地業は、ウルトラコラム工法による、地盤改良地業であり、スラリー状

§1.工法概容

ウルトラコラム工法　特記仕様書

①施工サイクル ： １サイクル

④固化材スラリーの吐出量 ： 固化材の配合、貫入速度、羽根切り回数

③掘進、引き抜き速度 ： 1m／分以下

②羽根切り回数 ： 450回／m以上

　求まる値以上

§6.品質管理

＜1＞調査ヶ所（検査対象層に対して）

①検査対象層群は、概ねコラム100本を1単位とし、層厚50cm以上の土層

　毎に検査対象層を決める。

②検査対象層は（ ）であり設計対象層を（ ）とする。

③検査手法は強度のバラツキを想定する場合は検査手法Aによる。

④調査ヶ所数（検査対象群に対して）

検査手法A
頭部コア試験

全長コア試験

＜2＞採取位置

D/2 D/2

D D

▼GL ▼GL

＜3＞ボーリングコア採取率（連続性の確認）

＜4＞合否の判定

①設計対象層についての抜取ヶ所をNとする。1箇所あたり3個の供試体を

②一軸圧縮試験は第三者で行うものとする。

③検査手法Aによる品質検査

コア採取率は、全長に対して砂質土系で95％以上、粘性土系で90％以上と

し、1ｍ当りのコア採取率は、砂質土系で、90％以上、粘性土系で85％以

上とする。(塩ビ管などを代用する場合もある)

XN≧XL＝Fc+Ka・σd＝Fc+Ka｛Fc・Vd/（1-1.3Vd）｝

XN: Nヶ所の一軸圧縮強度の平均値

XL

Fc: 設計基準強度

Ka: 合格判定係数

σd: 標準偏差

抜取りヶ所数 N

合格判定係数 Ka 1.9

1 2

1.7 1.6

3 4～6

1.5 1.4

7～8 9～

1.3

合格判定係数

＜5＞未固化改良体の比低抗測定

合否の判定は設計対象層におけるNヶ所（抜取ヶ所数）の一軸圧縮試験結

果が、下式を満足する場合を合格と判定する。

施工直後の改良体の攪拌混合状況を把握するために、比低抗の深度方向の

分布を測定する。

検査数量は、1検査対象層群毎に1箇所以上かつ、50コラム毎に1箇所以上

とする。

箇所

工法

設計基準強度

コラム径
（mm） （m）

掘削長
（m）
改良長 空堀長

（m）
本数

（本）

KN/㎡

ウルトラコラム工法

Fc=

60

3
kg/m

％

箇所

箇所

kN/㎡

§5.施工仕様

頭部コア 全長コア

合計

また、事前にその証明書を管理者に提出し、認証を得ることとする。

特に、未固化改良体に対する比抵抗測定を実施する事で品質の確保を図る。

※１箇所当り３個のコア採取を標準とする。         

※検査対象群にて抜取箇所数分のコアを採取をする。

粘性土 粘性土

※ ※ 事前配合試験結果より決定とする。

Xl

室内配合強度Xlは,配合強度Xfを現場/室内強度比αｆｌで除して、次式に

＜4＞室内配合強度

＜3＞配合強度

採取箇所数　N  

Vc

変動係数
30％

35％

25％ 2.163

2.597

3.160 2.649

2.240

1.918 1.815

2.448 2.265

1.961

1.719 1.651

1.869

2.140 2.037

1.792

1.594

9～7～84～6321

t

　する。

※使用する固化材は、六価クロム等の土壌環境基準に適合することを確認

定する。

上の添加量にて室内配合試験を行い試験結果と配合強度を基に添加量を決

固化材の配合は、原則として、改良部分の検査対象土を採取し、３種類以

＜2＞固化材

§4.コラム仕様

員の承認の上に変更することができる。

ついて土質や地盤状況により変更した方が適切と判断される場合は、監督

ただし、コラムの径・長さ・本数・位置及びセメントスラリーの配合等に

コラム径、掘削深度（改良長+空堀長）、本数配置等は、設計図書による。

＜2＞設計変更

通したもので、ウルトラコラム工法協会に所属する指定施工会社とする。

本工事の施工業者は、地盤改良工法の施工技術及び計測装置の取扱いに精

＜1＞施工業者

＜1＞設計基準強度

割増係数αtは、合格率80％とした下表による。

配合強度Xfは、設計基準強度Fcと変動係数・採取ヶ所数により割増係数α

コラムの設計基準強度はFc=

を用いて、次式による。　　Xf=αt×Fc

よる。　　Xl=Xf/αfl  （αfl=0.7）

kN/㎡

kN/㎡とする。

2.095

「201 8年版　建築物のための改良地盤の設計及び品質管理指針」

(2018年11月30日 一般財団法人 日本建築センター、

　一般財団法人 ベターリビング、以下指針という)による。

Vd: 変動係数（= Vc）

1

比抵抗測定☆

GBRC性能証明 第08-06号

1200

3840

1
2204

1

1200

800 0.90

26

0.901000

12

14

2.75

2.75

1.85

1.85

報国エンジニアリング株式会社

TEL:083-902-2987  FAX:083-902-2988

〒754-0043　山口県山口市小郡明治2-7-15　河村ビル201

構造設計担当者

1級建築士事務所　岡山県知事登録第14225号

(株)倉敷構造設計室

一級建築士第243674号　木村誠司

※構造図の作成者は木村誠司であり,原川伸治は関与していません。



scalearchitect project

－
A-1： 

Ｈ Ｒ 建 築 事 務 所 一級建築士 第323310号
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no.

ＨＲ ＡＲＣＨＩＴＥＣＴ ＯＦＦＩＣＥ
一級建築士事務所　山口県登録Ｃ第2804号

原川　伸治 A-3：50%縮小

道の駅きくがわリニューアル建築主体工事

地盤調査位置図

N/S 

構造設計担当者

1級建築士事務所　岡山県知事登録第14225号

(株)倉敷構造設計室

一級建築士第243674号　木村誠司

※構造図の作成者は木村誠司であり,原川伸治は関与していません。

KBM = S.GL±0

▼S.GL±0

9
0
0

1
,
8
5
0

▲a棟(柱状改良併用の直接基礎)

1
5
0

▲b～g棟(ﾍﾞﾀ基礎)
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Ｈ Ｒ 建 築 事 務 所 一級建築士 第323310号
S 10title

no.

ＨＲ ＡＲＣＨＩＴＥＣＴ ＯＦＦＩＣＥ
一級建築士事務所　山口県登録Ｃ第2804号

原川　伸治 A-3：50%縮小

道の駅きくがわリニューアル建築主体工事

地盤改良伏図

1/100

構造設計担当者

1級建築士事務所　岡山県知事登録第14225号

(株)倉敷構造設計室

一級建築士第243674号　木村誠司

※構造図の作成者は木村誠司であり,原川伸治は関与していません。

ベタ基礎

scalearchitect project

－
A-1：1:100

Ｈ Ｒ 建 築 事 務 所
一級建築士 第323310号

title

no.

ＨＲ ＡＲＣＨＩＴＥＣＴ ＯＦＦＩＣＥ
一級建築士事務所　山口県登録　第2804号

原川　伸治 A-3：50%縮小

道の駅きくがわリニューアル事業　基本設計業務
S 10

構造設計担当者

1級建築士事務所　岡山県知事登録第14225号

(株)倉敷構造設計室

一級建築士第243674号　木村誠司

※構造図の作成者は木村誠司であり,原川伸治は関与していません。

地盤改良伏図

Lfe=50kN/㎡

ベタ基礎 ベタ基礎
Lfe=50kN/㎡ Lfe=50kN/㎡ Lfe=50kN/㎡
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撤去範囲を示す

特記事項
・特記なき限り存置とする
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特記無き限り下記による

　梁天端(軒高) = GL+4,200

　(　)内数字は 軒高 からの高さとする

　梁ﾚﾍﾞﾙはCLT屋根伏図を正とする

　斜線表示は,梁上に CT-100X200X8X12 溶接止め

S-20 参照

特記無き限り下記による

　梁天端(軒高・水上梁天) = GL+3,007

　(　)内数字は 軒高 からの高さとする

　梁ﾚﾍﾞﾙ・梁継手位置は,軸組図による

　水平ﾌﾞﾚｰｽは SV1 とする

　▼ 横補剛仕口を示す

特記無き限り下記による

　梁天端(軒高・水上梁天) = GL+3,050

　(　)内数字は 軒高 からの高さとする

　梁ﾚﾍﾞﾙ・梁継手位置は,軸組図による

　水平ﾌﾞﾚｰｽは SV1 とする

　▼ 横補剛仕口を示す

特記無き限り下記による

　梁天端(軒高・水上梁天) = GL+3,700

　(　)内数字は 軒高 からの高さとする

　梁ﾚﾍﾞﾙ・梁継手位置は,軸組図による

　床は DS1 とする

　▼ 横補剛仕口を示す

特記無き限り下記による

　梁天端(軒高・水上梁天) = GL+3,075

　(　)内数字は 軒高 からの高さとする

　梁ﾚﾍﾞﾙ・梁継手位置は,軸組図による

　水平ﾌﾞﾚｰｽは SV1 とする

　▼ 横補剛仕口を示す

特記無き限り下記による

　梁天端(軒高・水上梁天) = GL+2,810

　(　)内数字は 軒高 からの高さとする

　梁ﾚﾍﾞﾙ・梁継手位置は,軸組図による

　水平ﾌﾞﾚｰｽは SV1 とする
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